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総
括

お
わ
り
に

は

じ

め

に

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
こ
れ
ま
で
、
あ
る
制
度
が
基
本
法
二
〇
条
二
項
に
適
合
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
際
の
判
断
枠
組
と
し
て
、

民
主
的
正
統
化
（d

em
o
k
ra
tisch

e L
eg
itim

a
tio
n

）
論
」
と
い
う
理
論
を
用
い
て
き
た
。
本
稿
は
、
主
要
な
判
例
を
手
掛
か
り
と
し
て
、

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
裁
判
例
に
お
け
る
同
理
論
の
分
析
・
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
本
稿
の
問
題
意
識
（
１
）、
ア
プ

ロ
ー
チ
（
２
）、
意
義
と
射
程
（
３
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
述
す
る
。

１

本
稿
の
問
題
意
識
｜
｜
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
裁
判
例
に
着
目
す
る
必
要
性

民
主
的
正
統
化
論
と
は
、
基
本
法
二
〇
条
二
項
｜
｜
す
べ
て
の
国
家
権
力
は
、
国
民
に
由
来
す
る
。
国
家
権
力
は
、
国
民
に
よ
り
、
選
挙

（法政研究84-２- ）104 342

論 説



お
よ
び
投
票
に
よ
っ
て
、
な
ら
び
に
立
法
、
執
行
権
お
よ
び
裁
判
の
特
別
の
機
関
を
通
じ
て
行
使
さ
れ
る１

）｜
｜
を
基
点
と
し
て
、
と
り
わ
け

行
政
に
よ
る
国
家
権
力
の
行
使
を
正
当
化
（R

ech
tfertig

u
n
g

）
す
る
た
め
の
法
学
的
な
諸
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
理
論
で
あ
る
。
筆
者
は

以
前
、
大
要
次
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
、
主
要
な
論
者
の
見
解
を
基
に
、
学
説
に
お
け
る
同
理
論
の
展
開
過
程
を
検
討
し
た２

）。
す
な
わ
ち
、

わ
が
国
の
公
法
学
で
は
、
参
加
、
公
私
協
働
、
さ
ら
に
は
政
策
実
現
過
程
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
っ
た
「
議
会
に
よ
る
意
思
決
定
と
行
政
に

よ
る
そ
の
実
施
、
と
い
う
代
表
民
主
政
の
通
常
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
逸
脱
し
た
形
で
社
会
全
体
に
関
す
る
事
項
が
実
質
的
に
決
定
・
実
施
さ
れ

る３
）」

現
象
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
を
論
じ
る
う
え
で
、
し
ば
し
ば
民
主
的
正
統
化
論
が
重
要
な
手
掛
か
り
と
さ
れ
て

き
た
。
も
っ
と
も
、
同
理
論
の
内
容
は
論
者
の
問
題
関
心
に
よ
っ
て
多
種
多
様
で
あ
り
、
そ
の
点
に
留
意
し
な
い
限
り
、
実
り
あ
る
議
論
が

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
同
理
論
を
規
定
す
る
民
主
政
の
理
解
に
も
か
な
り
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
こ
の
点
を
看
過
す
べ

き
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
の
公
法
学
で
は
、
こ
れ
ら
の
点
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
な
い
ま
ま
、
同
理
論
が
参
照
さ
れ
て
き
た

よ
う
に
思
わ
れ
る４

）。
本
稿
は
、
以
上
の
問
題
意
識
を
引
き
続
き
前
提
と
し
つ
つ
、
同
理
論
の
内
容
整
理
を
行
う
一
環
と
し
て
、
ド
イ
ツ
連
邦

憲
法
裁
判
所
の
裁
判
例
の
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

民
主
的
正
統
化
論
の
内
容
整
理
を
行
う
う
え
で
、
学
説
の
み
な
ら
ず
裁
判
例
に
も
着
目
す
べ
き
理
由
は
、
次
の
二
点
に
あ
る
。
一
つ
は
、

両
者
の
相
互
関
連
性
で
あ
る
。
後
に
検
討
す
る
通
り
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
判
決
中
で
示
し
て
き
た
同
理
論
は
、
学
説
上
の
議
論
に
少
な
か

ら
ず
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た５

）。
一
方
学
説
に
お
い
て
も
、
自
説
を
補
強
す
る
た
め
の
論
拠
と
し
て
、
あ
る
い
は
批
判
の
対
象
と
し
て
、

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
裁
判
例
が
積
極
的
に
参
照
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
学
説
上
の
議
論
と
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
裁
判
例
は
、
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
互
い
に
影
響
を
及
ぼ
し
あ
い
な
が
ら
展
開
し
て
き
た
関
係
に
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
同
理
論
の
全
体

像
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
裁
判
例
に
も
着
目
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

い
ま
一
つ
は
、
民
主
的
正
統
化
論
が
実
際
に
問
題
と
な
る
場
面
の
明
確
化
で
あ
る
。
同
理
論
の
内
容
は
非
常
に
抽
象
的
で
あ
る
た
め
、
学

説
上
の
議
論
の
み
に
着
目
し
て
い
て
は
、
同
理
論
の
適
用
場
面
や
有
用
性
が
、
十
分
に
共
有
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
、
具
体
的
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な
事
例
を
前
提
と
し
た
裁
判
例
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
同
理
論
が
必
要
と
さ
れ
る
問
題
状
況
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思

わ
れ
る６

）。

２

ア
プ
ロ
ー
チ

と
は
い
え
、

民
主
的
正
統
化
」
と
い
う
文
言
を
用
い
る
裁
判
例
は
数
多
く
存
在
し
、
こ
れ
ら
を
本
稿
で
す
べ
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
民
主
的
正
統
化
論
が
体
系
的
に
示
さ
れ
、
な
お
か
つ
後
の
裁
判
例
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
い

る
主
要
な
裁
判
例
の
み
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
か
ら
「
判
例
理
論
と
し
て
の
民
主
的
正
統
化
論
」
の
全
体
像
を
素
描
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

具
体
的
な
考
察
の
手
順
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
九
九
〇
年
代
に
出
さ
れ
た
三
つ
の
判
決
を
も
と
に
、
従
来
の
裁
判
例
に
お

け
る
民
主
的
正
統
化
論
の
原
型
を
示
す
（
第
１
章
）。
次
に
、
判
例
理
論
の
「
転
換
点
」
と
さ
れ
る
二
〇
〇
二
年
そ
れ
ぞ
れ
の
「
水
利
組
合

決
定
」
と
、
そ
の
後
に
出
さ
れ
た
二
つ
の
裁
判
例
（
精
神
病
院
判
決
・
映
画
助
成
判
決
）
を
と
り
あ
げ
、
判
決
の
内
容
を
検
討
す
る
（
第

２
・
３
章
）。
以
上
を
踏
ま
え
、
最
後
に
判
例
理
論
と
し
て
の
民
主
的
正
統
化
論
の
全
体
像
を
示
し
、
そ
の
内
容
に
若
干
の
検
討
を
加
え
る

（
第
４
章
）。

３

本
稿
の
意
義
と
射
程

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
で
も
す
で
に
数
多
く
の
紹
介
お
よ
び
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る７

）。
し
た
が
っ
て
、
本
稿

の
試
み
は
、
こ
れ
ら
先
行
研
究
に
屋
上
屋
を
架
す
も
の
の
よ
う
に
も
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
下
の
点
に
か
ん
が
み
れ

ば
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
裁
判
例
を
改
め
て
検
討
す
る
意
義
は
な
お
も
失
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

論 説
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第
一
に
、
わ
が
国
の
先
行
研
究
で
主
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
出
さ
れ
た
三
つ
の
判
決
と
水
利
組
合
決
定
で
あ

る
。
一
方
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
そ
の
後
も
、
民
主
的
正
統
化
に
関
す
る
重
要
な
判
断
を
示
し
て
い
る
。
判
例
理
論
と
し
て
の
民
主
的
正

統
化
論
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
最
新
の
裁
判
例
も
フ
ォ
ロ
ー
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
に
、
学
説
と
裁
判
例
の
両
面
で
展
開
を
続
け
る
民
主
的
正
統
化
論
の
う
ち
、
特
に
後
者
の
動
向
に
焦
点
を
あ
て
る
試
み
は
、
先
行
研

究
の
中
で
も
未
だ
ご
く
わ
ず
か
に
と
ど
ま
る８

）。
し
か
し
、
上
述
し
た
学
説
と
裁
判
例
の
相
互
関
連
性
を
前
提
と
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
公
法
学
に

お
け
る
民
主
的
正
統
化
論
の
全
体
像
を
把
握
し
、
そ
の
構
造
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
裁
判
例
に
特
化
し
た
検
討
も
必
要
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

よ
り
実
質
的
な
理
由
と
し
て
第
三
に
、
わ
が
国
の
先
行
研
究
で
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
水
利
組
合
決
定
を
も
っ
て
自
身
の
民
主
政
の
理

解
を
（
よ
り
多
元
的
な
方
向
へ
）
転
換
し
た
、
と
す
る
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
以
下
で
述
べ
る
通
り
、
同
決
定
と
そ
れ
以
前
に
出

さ
れ
た
三
判
決
の
関
係
、
ま
た
同
決
定
と
そ
れ
以
降
に
出
さ
れ
た
判
決
の
関
係
の
い
ず
れ
に
か
ん
が
み
て
も
、
か
か
る
理
解
の
妥
当
性
に
つ

い
て
は
疑
問
の
生
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
は
、
裁
判
例
の
整
理
を
通
じ
て
、
水
利
組
合
決
定
の
位
置
づ
け
の
再
考
を
試
み
る
も
の
で
あ

る
。一

方
、
上
述
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
関
係
で
、
本
稿
の
射
程
は
以
下
の
よ
う
に
画
さ
れ
る
。

第
一
に
、
本
稿
の
問
題
関
心
は
あ
く
ま
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
裁
判
例
に
現
れ
た
民
主
的
正
統
化
論
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
裁
判
例
そ
れ
自
体
の
評
価
は
、
か
か
る
問
題
関
心
に
関
係
す
る
限
り
で
の
み
行
う
。

第
二
に
、
先
述
の
通
り
、
本
稿
で
は
民
主
的
正
統
化
に
つ
い
て
言
及
が
な
さ
れ
た
裁
判
例
の
う
ち
主
要
な
も
の
の
み
を
取
り
上
げ
る
に
と

ど
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
判
例
理
論
と
し
て
の
民
主
的
正
統
化
論
を
よ
り
詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
本
来
な
ら
他
の
裁
判
例
も
検

討
対
象
と
し
た
よ
り
包
括
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（84-２- ）345 107
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第
１
章

判
例
理
論
の
確
立
｜
｜
一
九
九
〇
年
代
の
三
判
決

連
邦
憲
法
裁
判
所
が
民
主
的
正
統
化
論
を
明
確
に
示
し
た
と
さ
れ
る
の
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
出
さ
れ
た
三
つ
の
判
決
で
あ
る
（
以
下
、

こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
「
三
判
決
」
と
呼
ぶ
）。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
も
、
ま
ず
こ
の
三
判
決
の
内
容
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
と

し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
各
判
決
の
概
要
を
簡
単
に
示
し
た
う
え
で
（
第
１
節
）、
従
来
の
学
説
お
よ
び
裁
判
例
と
の
関
係
に
お
け
る

三
判
決
の
位
置
づ
け
と
三
判
決
に
対
す
る
学
説
上
の
評
価
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
行
う
（
第
２
節
）。

第
１
節

三
判
決
の
概
要

三
判
決
の
う
ち
二
つ
は
外
国
人
選
挙
権
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
い
わ
ゆ
る
「
労
使
共
同
決
定
（M

itb
estim

m
u
n
g

）」
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
。
三
判
決
に
つ
い
て
は
す
で
に
数
多
く
の
紹
介
・
検
討
が
あ
る
の
で
、
以
下
で
は
各
判
決
の
事
案
の
概
要
と
判
旨
の
要

点
を
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。

１

シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
｜
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
外
国
人
選
挙
権
判
決

三
判
決
の
う
ち
一
つ
目
は
、
一
定
の
外
国
人
に
ゲ
マ
イ
ン
デ
お
よ
び
ク
ラ
イ
ス
の
代
表
機
関
の
選
挙
権
を
付
与
す
る
ラ
ン
ト
法
の
基
本
法

適
合
性
が
争
わ
れ
た
事
案
の
判
決
で
あ
る
（
以
下
、

シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
｜
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
外
国
人
選
挙
権
判
決
」
と
呼
ぶ９

））。
シ
ュ

レ
ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
｜
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
は
、
一
九
八
九
年
二
月
二
一
日
ゲ
マ
イ
ン
デ
お
よ
び
ク
ラ
イ
ス
選
挙
法
を
改
正
す
る
法
律

（G
esetz zu

r Ä
n
d
eru

n
g d

es G
em
ein
d
e u
n
d K

reisw
a
h
lg
esetzes v

o
m
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(G
V
B
l.
S
ch
l.-H

.
S
.12)

）
に
よ
り
、

一
定
の
要
件10

）を
満
た
す
外
国
人
に
対
し
て
選
挙
権
を
認
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
お
よ
び
キ
リ
ス

（法政研究84-２- ）108 346
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ト
教
社
会
同
盟
（
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
に
所
属
す
る
連
邦
議
会
議
員
二
二
四
人
と
バ
イ
エ
ル
ン
州
政
府
は
、
当
該
法
律
の
定
め
が
基
本
法
の
諸
規
定
に

違
反
す
る
こ
と
を
申
し
立
て
た11

）。
本
判
決
は
、
基
本
法
二
〇
条
二
項
お
よ
び
地
方
自
治
に
つ
い
て
定
め
た
二
八
条
一
項12

）に
お
け
る
「
国
民
」

が
ド
イ
ツ
国
籍
保
持
者
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
、
基
本
法
二
八
条
一
項
は
有
権
者
の
範
囲
を
ド
イ
ツ
国
籍
保
持
者
以
外
の
者
に
も
拡
大
す
る

よ
う
な
立
法
権
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
上
記
法
律
が
基
本
法
に
違
反
し
て
い
る
と
結
論
付
け
た13

）。

本
判
決
の
第
一
の
意
義
は
、
国
家
権
力
の
担
い
手
で
あ
る
「
国
民
」
が
具
体
的
に
誰
を
指
す
か
を
明
示
し
た
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド

イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
け
る
国
家
権
力
が
由
来
す
る
と
こ
ろ
の
国
民
は
、

ド
イ
ツ
国
籍
保
持
者
及
び
基
本
法
一
一
六
条
一
項
に
従
っ
て
そ

れ
に
同
置
さ
れ
る
者14

）」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
国
民
へ
の
帰
属
は
、
原
則
と
し
て
国
籍
に
よ
り

媒
介
さ
れ
る15

）」。
ま
た
、
基
本
法
二
〇
条
二
項
お
よ
び
二
八
条
一
条
一
文
に
よ
れ
ば
、

連
邦
の
諸
ラ
ン
ト
に
認
め
ら
れ
る
国
家
権
力
も
ま
た
、

基
本
法
一
一
六
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
ド
イ
ツ
人
に
よ
っ
て
の
み
担
わ
れ
得
る
」。
そ
の
限
り
で
、
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
で
の
正
統
化
の
主
体

は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
ン
ト
の
領
域
内
に
生
活
す
る
ド
イ
ツ
人
の
地
域
的
に
限
定
さ
れ
た
団
体
、
す
な
わ
ち
（
ラ
ン
ト
｜
）
国
民
（(L

a
n
d
es

)
V
o
lk

）」
で
あ
る16

）。
さ
ら
に
、
①
基
本
法
二
八
条
一
項
二
文
の
文
言
、
②
同
規
定
の
意
味
・
目
的
、
③
同
規
定
の
構
造
、
④
選
挙
権
に
関

す
る
規
定
の
伝
統
の
い
ず
れ
に
か
ん
が
み
て
も
、
ク
ラ
イ
ス
・
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
国
民
は
、
連
邦
や
ラ
ン
ト
に
お
け
る
そ
れ

と
同
様
に
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い17

）。

本
判
決
の
第
二
の
意
義
は
、

消
極
的
な
形
で
は
あ
れ
）
基
本
法
上
の
民
主
政
原
理
の
内
容
を
明
示
し
た
点
で
あ
る
。
外
国
人
選
挙
権
に

肯
定
的
な
論
者
は
か
ね
て
よ
り
、

国
民
」
が
ド
イ
ツ
国
籍
保
持
者
に
限
ら
れ
な
い
根
拠
と
し
て
、
民
主
政
は
基
本
法
一
条
一
項
の
規
定
す

る
人
間
の
尊
厳
と
の
関
係
か
ら
「
国
家
支
配
の
正
統
化
が
国
家
権
力
に
服
す
る
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
」
こ
と
を
本
質
と
す
る
も
の
と
解
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と18

）、
ま
た
ド
イ
ツ
が
事
実
上
の
移
民
国
と
な
り
、
定
住
す
る
外
国
人
の
数
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
選
挙

人
団
の
境
界
を
従
来
の
よ
う
に
国
籍
に
よ
っ
て
区
切
る
の
は
、
も
は
や
現
状
と
適
合
し
な
い
こ
と19

）を
主
張
し
て
き
た20

）。
一
方
本
判
決
は
、
次

の
よ
う
な
判
示
に
よ
り
、
か
か
る
考
え
方
を
明
示
的
に
否
定
し
て
い
る21

）。
す
な
わ
ち
、

基
本
法
二
〇
条
二
項
一
文
は
、
国
家
権
力
の
諸
決

（84-２- ）347 109
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定
が
そ
の
都
度
の
利
害
関
係
者
か
ら
正
統
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
国

家
権
力
は
、
統
一
体
へ
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
人
間
の
集
団
と
し
て
の
国
民
を
そ
の
主
体
と
し
て
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い22

）」。

連
邦
の
領
域

内
に
お
い
て
全
人
口
の
う
ち
の
外
国
人
の
割
合
が
著
し
く
増
加
し
た
た
め
に
国
民
と
い
う
憲
法
上
の
概
念
が
意
味
の
変
遷
（B

ed
eu
tu
n
g
-

sw
a
n
d
el

）
を
経
験
し
た
、
と
い
う
見
解
は
不
適
当
で
あ
る
」。
こ
う
し
た
見
解
の
背
景
に
は
「
民
主
的
政
治
的
権
利
の
所
有
者
と
特
定
の

国
家
支
配
に
永
続
的
に
服
す
る
者
と
の
一
致
を
確
立
す
る
こ
と
が
、
民
主
的
理
念
、
と
り
わ
け
そ
れ
に
含
ま
れ
る
自
由
の
思
考
に
適
合
す

る
」
と
い
う
考
え
方
が
存
在
す
る
。
し
か
し
こ
の
考
え
方
は
、

民
主
政
の
‖
訳
者
注
）
出
発
点
に
お
い
て
は
適
切
で
あ
る
も
の
の
、
ド
イ

ツ
人
と
し
て
の
資
格
と
国
家
権
力
の
所
有
者
と
し
て
の
国
民
へ
の
所
属
の
「
結
び
つ
き
（Ju

n
k
tim

s

）」
を
分
解
す
る
に
は
至
り
得
な
い
。

そ
の
よ
う
な
方
法
は
基
本
法
に
よ
っ
て
遮
断
さ
れ
て
い
る23

）」。

本
判
決
の
第
三
の
意
義
は
、
機
能
的
自
治
行
政
に
お
け
る
外
国
人
選
挙
権
の
問
題
を
射
程
外
と
し
た
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
基
本
法
二

八
条
一
項
二
文
は
機
能
的
自
治
行
政
を
含
む
す
べ
て
の
自
治
行
政
に
特
有
の
「
構
成
員
的
｜
参
加
的
（m

itg
lied

sch
a
ftlich

p
a
rt-

izip
a
to
risch

e

）
要
素
」
で
は
な
く
、
国
家
構
造
に
お
け
る
民
主
的
正
統
化
の
基
盤
の
統
一
性
を
保
障
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

機
能
的
自
治
行
政
に
お
け
る
外
国
人
参
政
権
の
問
題
は
、
以
上
の
問
題
と
は
別
異
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い24

）。

２

ハ
ン
ブ
ル
ク
市
外
国
人
選
挙
権
判
決

二
つ
目
は
、
自
由
ハ
ン
ザ
都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
区
議
会
（

25
）

B
ezirk

sv
ersa

m
m
lu
n
g

）
の
選
挙
に
お
い
て
外
国
人
に
選
挙
権
を
認

め
た
法
律
の
基
本
法
適
合
性
が
争
わ
れ
た
事
案
の
判
決
で
あ
る
（
以
下
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
市
外
国
人
選
挙
権
判
決
」
と
呼
ぶ26

））。
同
市
に
お
い

て
は
、
一
九
八
九
年
二
月
二
〇
日
区
議
会
へ
の
外
国
人
選
挙
権
の
導
入
に
関
す
る
法
律
（G

esetz
 
zu
r
 
E
in
fu
h
ru
n
g
 
d
es
 
W
a
h
lrech

ts
 

fu
r A

u
sla
n
d
er zu d

en B
ezirk

sv
ersa

m
m
lu
n
g v

o
m
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(H
m
b
G
V
B
l.
I,
S
.29)

）
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

一
定
の
要
件27

）を
満
た
す
外
国
人
に
も
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
｜
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
外
国

（法政研究84-２- ）110 348
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人
選
挙
権
判
決
の
原
告
で
あ
っ
た
Ｃ
Ｄ
Ｕ
お
よ
び
Ｃ
Ｓ
Ｕ
に
所
属
す
る
連
邦
議
会
議
員
二
二
四
名
は
、
上
記
法
律
が
基
本
法
の
諸
規
定
に
違

反
す
る
と
し
て
抽
象
的
規
範
統
制
訴
訟
を
提
起
し
た28

）。
本
件
に
お
い
て
も
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
｜
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
外
国
人
選
挙
権
と
同

様
、
上
記
法
律
の
諸
規
定
が
基
本
法
に
違
反
す
る
旨
の
判
示
が
な
さ
れ
て
い
る29

）。

本
判
決
の
意
義
は
、
民
主
的
正
統
化
論
の
骨
格
を
体
系
的
に
示
し
た
点
に
あ
る
。
本
件
で
は
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
｜
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン

州
外
国
人
選
挙
権
判
決
で
争
わ
れ
た
基
本
二
〇
条
二
項
お
よ
び
二
八
条
一
項
に
お
け
る
「
国
民
」
の
意
味
如
何
に
加
え
て
、

区
議
会
」
と

い
う
特
殊
な
組
織
の
活
動
が
そ
も
そ
も
国
家
権
力
の
行
使
に
該
当
す
る
か
否
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た30

）。
そ
こ
で
本
判
決
は
、
区

議
会
が
国
家
権
力
を
行
使
す
る
主
体
で
あ
る
こ
と31

）を
論
証
す
る
前
提
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
基
本
法
二
〇
条
二
項
の
民
主
政
原
理
の
内
容

を
よ
り
包
括
的
な
形
で
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
基
本
法
二
〇
条
二
項
二
文
が
規
定
す
る
民
主
政
原
理
の
基
本
構
造
に
つ
い
て
。
こ
の
規
定
は
、
国
民
主
権
の
原
則
を
具
体
化
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
原
則
は
、
国
民
が
国
家
権
力
を
選
挙
お
よ
び
投
票
と
は
別
に
、
立
法
・
執
行
権
・
裁
判
の
特
別
の
機
関
を
通
じ
て
行
使

す
る
こ
と
を
定
め
る
。
も
っ
と
も
そ
の
際
、
国
民
は
、
こ
れ
ら
機
関
に
よ
る
国
家
権
力
の
行
使
に
実
効
的
な
影
響
力
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
先
述
し
た
各
機
関
の
行
為
は
、
国
民
の
意
思
へ
と
還
元
可
能
で
あ
り
、
ま
た
国
民
に
対
し
て
責
任
を
負
う
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
国
民
と
国
家
支
配
の
間
の
帰
責
連
関
（Z

u
rech

n
u
n
g
szu

sa
m
m
en
h
a
n
g

）
は
、
と
り
わ
け
議
会
の
選
挙
、
議
会

に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
法
律
、
政
府
が
行
う
政
治
（P

o
litik

）
に
対
す
る
議
会
の
影
響
力
行
使
、
並
び
に
政
府
に
対
す
る
行
政
の
原
則
的

な
指
揮
命
令
従
属
性
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
る
。
…
…
そ
し
て
、
民
主
的
正
統
化
の
十
分
な
量
が
達
成
さ
れ
た
か
否
か
は
、
制
度
的
、
機
能
的
、

事
項
的
｜
内
容
的
、
そ
し
て
人
的
正
統
化
の
共
同
作
用
（Z

u
sa
m
m
en
w
irk
en

）
に
よ
っ
て
一
定
の
正
統
化
の
水
準
が
保
障
さ
れ
た
か
否

か
、
と
い
う
こ
と
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
。
憲
法
上
の
観
点
か
ら
し
て
決
定
的
な
の
は
、
国
家
活
動
の
民
主
的
正
統
化
の
形
式
で
は
な
く
、
そ

の
実
効
性
で
あ
り
、
必
要
な
の
は
一
定
の
正
統
化
の
水
準
で
あ
る32

）。

続
い
て
、
以
上
の
基
本
構
造
か
ら
帰
結
さ
れ
る
民
主
的
正
統
化
の
定
式
に
つ
い
て
。
行
政
機
関
や
公
務
員
は
通
常
「
国
民
を
出
発
点
と
し
、
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こ
れ
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
代
表
を
経
て
、
国
家
任
務
を
委
託
さ
れ
た
諸
機
関
及
び
職
務
担
当
者
へ
と
続
く
途
切
れ
る
こ
と
の
無
い
正
統
化

の
連
鎖
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
、
間
接
的
な
正
統
化
の
連
関
で
事
足
り
る
」。
そ
の
際
、

職
務
担
当
者
の
任
命
が
｜
｜
人
的
正
統
化
を
媒
介

す
る
形
で
｜
｜
国
民
へ
と
還
元
可
能
で
あ
り
、
ま
た
職
務
担
当
者
自
身
の
活
動
が
十
分
な
事
項
的
｜
内
容
的
正
統
化
を
獲
得
し
て
い
る
」
こ

と
で
、
国
家
権
力
の
行
使
は
民
主
的
に
正
統
化
さ
れ
る33

）。

さ
ら
に
、
民
主
的
正
統
化
が
必
要
な
「
国
家
権
力
の
行
使
」
と
は
、

決
定
の
性
格
を
有
す
る
職
務
上
の
す
べ
て
の
行
為
」
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
職
務
担
当
者
の
任
務
が
「
特
に
僅
か
な
決
定
内
容
（ein

e b
eso

n
d
ers g

erin
g
en
 
E
n
tsch

eid
u
n
g
sg
eh
a
lt

）」
し
か
持
た
な

い
場
合
は
、
個
々
の
正
統
化
要
素
が
後
退
し
た
民
主
的
正
統
化
で
足
り
る34

）。
ま
た
、
単
に
準
備
的
な
、
あ
る
い
は
純
粋
に
助
言
的
な
活
動
は
、

原
則
と
し
て
、
民
主
的
に
正
統
化
さ
れ
る
べ
き
活
動
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
限
り
で
、
共
同
決
定
権
限
を
持
た
ず
助
言
的
な

任
務
を
行
う
に
過
ぎ
な
い
審
議
会
や
そ
の
他
の
専
門
家
委
員
会
の
活
動
は
、
国
民
に
よ
る
民
主
的
正
統
化
を
必
要
と
し
な
い35

）。

最
後
に
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
｜
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
外
国
人
選
挙
権
が
示
し
た
通
り
、
連
邦
お
よ
び
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
で
の
正
統
化
の
主
体

は
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
の
連
邦
あ
る
い
は
ラ
ン
ト
国
家
国
民
（d

a
s jew

eilig
e B

u
n
d
es-

o
d
er L

a
n
d
essta

a
tsv
o
lk

）
で
あ
る
。
ま
た
、

基
本
法
二
八
条
一
項
二
文
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
お
よ
び
ク
ラ
イ
ス
に
つ
い
て
も
、
国
民
が
正
当
化
の
主
体
で
あ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る36

）。

３

共
同
決
定
判
決

三
つ
目
は
、
労
使
共
同
決
定
に
つ
い
て
定
め
た
法
律
の
基
本
法
適
合
性
が
争
わ
れ
た
事
案
の
決
定
で
あ
る
（
以
下
「
共
同
決
定
判
決
」
と

呼
ぶ37

））。
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
「
職
員
協
議
会
の
共
同
決
定
に
関
す
る
法
律
（G

esetz
 
u
b
er
 
d
ie
 
M
itb
estim

m
u
n
g
 
d
er
 
P
er-

so
n
a
lra
te v

o
m
 
11.

D
ezem

b
er 1990

(G
V
O
B
l.
S
ch
l.-H

.
S
.
577

以
下
「
共
同
決
定
法
」
と
呼
ぶ
））」
は
、

官
署
（D

ien
ststelle

）

の
勤
務
者
全
体
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
、
ま
た
は
個
々
の
勤
務
者
に
関
係
す
る
、
も
し
く
は
そ
れ
ら
の
者
に
影
響
を
及
ぼ
す
す
べ
て
の
人
事
的
・

社
会
的
・
組
織
的
・
そ
の
他
職
場
内
の
措
置
」
に
つ
い
て
、
労
働
者
の
代
表
た
る
職
員
協
議
会
（P

erso
n
a
lra
t

）
が
関
与
す
べ
き
こ
と
を
定

（法政研究84-２- ）112 350
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め
て
い
る
（
五
一
条
一
項
一
文
。
た
だ
し
い
く
つ
か
の
例
外
規
定
が
あ
る
）。
官
署
の
長
と
職
員
協
議
会
と
の
間
に
合
意
が
成
立
し
な
い
場

合
に
は
、
統
一
委
員
会
（E

in
ig
u
n
g
stelle

）
が
最
終
的
に
決
定
を
行
う
（
五
三
条
一
項
）。
こ
の
委
員
会
は
、
両
者
か
ら
選
ば
れ
た
各
二

名
と
そ
れ
ら
代
表
か
ら
選
ば
れ
た
一
名
の
五
名
か
ら
構
成
さ
れ
、
指
示
に
は
服
さ
な
い
（
三
項
）。
ま
た
同
法
は
、
官
署
の
措
置
に
関
す
る

職
員
協
議
会
の
発
議
権
も
規
定
し
て
い
る
（
五
六
条
一
項
）。
本
件
は
、
以
上
の
よ
う
な
共
同
決
定
法
の
諸
規
定
が
基
本
法
二
〇
条
二
項
と

結
び
つ
い
た
二
八
条
一
項
に
基
づ
く
民
主
政
原
理
の
要
請
に
違
反
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
お
よ
び
Ｃ
Ｓ
Ｕ
所
属
の
連
邦
議
会
議

員
が
抽
象
的
規
範
統
制
訴
訟
を
申
し
立
て
た
事
案
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
職
員
協
議
会
の
関
与
で
き
る
事
項
が
あ
ま
り
に
包
括
的
で
あ
る
こ

と
や
統
一
委
員
会
が
最
終
決
定
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
を
根
拠
に
、
上
記
諸
規
定
が
民
主
政
原
理
に
違
反
す
る
と
結
論
付
け
た
。

本
判
決
の
第
一
の
意
義
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
外
国
人
選
挙
権
判
決
で
示
さ
れ
た
判
断
枠
組
の
う
ち
、
特
に
正
統
化
の
方
法
に
関
す
る
部
分

を
さ
ら
に
具
体
化
し
た
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
つ
に
、

職
務
担
当
者
の
任
命
が
｜
｜
人
的
正
統
化
を
媒
介
す
る
形
で
｜
｜
国
民
へ
と
還

元
可
能
で
あ
り
、
ま
た
職
務
担
当
者
自
身
の
活
動
が
十
分
な
事
項
的
｜
内
容
的
正
統
化
を
獲
得
し
て
い
る
」
こ
と
で
、
国
家
権
力
の
行
使
は

民
主
的
に
正
統
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、

職
務
担
当
者
が
、
政
府
の
委
託
を
受
け
、
ま
た
政
府
の
指
揮
命
令
に
従
っ
て
｜
｜
議

会
に
対
す
る
責
任
を
負
わ
な
い
者
に
よ
る
意
思
決
定
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
｜
｜
活
動
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
政
府
が
、
国

民
及
び
議
会
に
対
し
て
実
質
的
責
任
（S

a
ch
v
era

n
tw
o
rtu
n
g

）
を
引
き
受
け
る
立
場
に
お
か
れ
る
こ
と
」
を
前
提
と
す
る38

）。
二
つ
に
、

職
務
担
当
者
が
「
憲
法
に
従
い
、
国
民
か
あ
る
い
は
議
会
に
よ
る
選
任
、
あ
る
い
は
自
身
も
人
的
に
正
統
化
さ
れ
、
ま
た
議
会
に
対
し
て
責

任
を
負
う
形
で
活
動
す
る
職
務
担
当
者
に
よ
る
選
任
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
そ
の
者
の
同
意
に
よ
っ
て
、
職
務
を
獲
得
し
た
場
合
」、
当
該

職
務
担
当
者
は
「
完
全
な
人
的
正
統
化
（u

n
ein
g
esch

ra
n
k
te p

erso
n
elle L

eg
itim

a
tio
n

）」
を
有
す
る
。
完
全
な
形
で
人
的
に
正
統
化

さ
れ
た
職
務
担
当
者
が
構
成
員
の
一
部
に
と
ど
ま
る
合
議
制
機
関
の
場
合
は
、
完
全
な
人
的
正
統
化
を
有
す
る
構
成
員
の
過
半
数
が
決
定
を

担
う
多
数
派
を
構
成
し39

）、
ま
た
人
的
に
正
統
化
さ
れ
た
構
成
員
が
議
会
に
責
任
を
負
う
形
で
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
主
的
正
統
化
が

獲
得
さ
れ
る40

）。
三
つ
に
、
国
家
権
力
は
そ
の
作
用
（F

u
n
k
tio
n

）
ご
と
に
正
統
化
が
必
要
で
あ
る
。
途
切
れ
る
こ
と
の
無
い
正
統
化
の
連

（84-２- ）351 113
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鎖
に
よ
っ
て
根
拠
付
け
ら
れ
る
正
統
化
の
連
関
は
、
当
該
連
関
に
よ
っ
て
正
統
化
さ
れ
た
職
務
の
み
に
及
ぶ
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
効

果
は
有
さ
な
い41

）。

第
二
の
意
義
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
外
国
人
選
挙
権
判
決
で
示
さ
れ
た
正
統
化
の
対
象
の
理
解
を
出
発
点
に
、
民
主
政
原
理
の
観
点
に
基
づ

く
労
使
共
同
決
定
の
憲
法
上
の
限
界
を
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
た
点
で
あ
る42

）。
す
な
わ
ち
、
国
家
が
そ
の
勤
務
者
に
対
し
て
、
勤
務
者
自

身
の
利
益
を
擁
護
し
、
ま
た
自
ら
の
雇
用
条
件
を
共
に
形
成
す
る
た
め
の
関
与
を
容
認
す
る
こ
と
は
、
民
主
政
原
理
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
て

い
る
。
も
っ
と
も
、

国
家
権
力
に
服
す
る
す
べ
て
の
者
は
国
家
権
力
に
対
し
平
等
な
影
響
力
を
持
た
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
国
家
権

力
の
一
定
の
行
使
に
対
し
て
個
別
的
に
関
わ
り
を
持
つ
市
民
に
、
特
別
な
共
同
決
定
権
限
が
認
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
」
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
観
点
か
ら
労
使
共
同
決
定
の
限
界
が
設
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い43

）。
具
体
的
に
は
、

「
重
点
と
し
て
は
、
勤
務
者
に
対
し
そ
の
勤
務

関
係
に
お
い
て
関
わ
り
、
し
か
し
典
型
的
に
は
、
市
民
に
対
す
る
職
務
の
実
施
に
は
関
わ
ら
な
い
か
、
取
る
に
足
ら
な
い
ほ
ど
に
し
か
関
わ

ら
な
い
」
措
置
、

「
職
務
関
係
の
内
部
領
域
に
関
わ
り
、
し
か
し
典
型
的
に
は
（
市
民
に
対
す
る
）
職
務
の
実
施
に
と
る
に
足
ら
な
い
ほ

ど
し
か
関
わ
ら
な
い
と
は
い
え
な
い
」
措
置
、

「
重
点
と
し
て
は
（
市
民
に
対
す
る
）
職
務
の
処
理
に
関
わ
り
、
し
か
し
ま
た
不
可
避
的

に
勤
務
者
の
利
益
に
も
関
わ
る
」
措
置
の
三
つ
に
分
類
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
広
範
な
協
力
が
許
容
さ

れ
、
統
一
委
員
会
の
多
数
が
何
ら
か
の
民
主
的
正
統
化
を
有
し
て
い
る
な
ど
の
弱
め
ら
れ
た
民
主
的
正
統
化
の
要
請
を
満
た
せ
ば
、
統
一
委

員
会
の
決
定
に
拘
束
力
を
与
え
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
。

に
つ
い
て
は
、
拘
束
力
を
持
っ
た
最
終
決
定
権
が
、
国
民
及
び
議
会
に
責
任
を
負

う
行
政
の
担
い
手
に
常
に
留
保
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
。
最
後
に

に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
議
会
及
び
政
府
に
責
任
を

負
わ
な
い
機
関
に
決
定
を
委
ね
て
は
な
ら
な
い44

）。

（法政研究84-２- ）114 352

論 説



第
２
節

若
干
の
検
討

以
上
、
三
判
決
そ
れ
ぞ
れ
の
概
略
を
示
し
た
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
ま
ず
三
判
決
で
示
さ
れ
た
民
主
的
正
統
化
の
判
断
枠
組
を
素
描
し
た

う
え
で
（
１
）、
従
来
の
学
説
お
よ
び
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
裁
判
例
と
三
判
決
の
関
係
（
２
）、
三
判
決
が
示
し
た
判
断
枠
組
に
対
す
る
学
説

上
の
評
価
（
３
）
に
つ
い
て
簡
単
に
検
討
す
る
。

１

判
断
枠
組
の
基
本
的
骨
格

前
述
し
た
三
判
決
の
内
容
を
ご
く
大
雑
把
に
ま
と
め
る
と
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
民
主
的
正
統
化
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
判
断
枠
組

を
念
頭
に
お
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

①
基
本
法
二
〇
条
二
項
二
文
に
基
づ
け
ば
、
国
家
権
力
の
行
使
は
、
国
民
の
意
思
へ
と
還
元
可
能
で
あ
り
、
ま
た
国
民
に
対
し
て
責
任
を

負
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
民
主
的
正
統
化
が
必
要
な
「
国
家
権
力
の
行
使
」
と
は
、

決
定
の
性
格
を
有
す
る
職
務
上
の
す
べ
て
の
行
為
」
で
あ
る
。

③
民
主
的
正
統
化
の
主
体
は
、
連
邦
・
ラ
ン
ト
・
ク
ラ
イ
ス
・
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
各
レ
ベ
ル
に
お
け
る
、
ド
イ
ツ
国
籍
保
持
者
の
総
体
と
し

て
の
「
国
民
」
で
あ
る
。

④
民
主
的
正
統
化
を
媒
介
す
る
具
体
的
方
法
と
し
て
、
人
的
正
統
化
と
事
項
的
｜
内
容
的
正
統
化
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
よ
り
具
体
的

に
は
、
国
民
か
ら
職
務
担
当
者
へ
と
連
な
る
「
途
切
れ
る
こ
と
の
無
い
正
統
化
の
連
鎖
」
が
必
要
と
さ
れ
る
。

か
か
る
判
断
枠
組
は
、
そ
の
帰
結
と
し
て
、
正
統
化
の
主
体
た
る
国
民
か
ら
、
議
会
、
政
府
、
行
政
各
部
を
経
て
国
家
権
力
を
行
使
す
る

者
へ
と
至
る
、
単
線
的
な
正
統
化
の
連
関
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
連
関
か
ら
逸
脱
す
る
者
が
国
家
権
力
の
行
使
に
関

（84-２- ）353 115
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与
す
る
ラ
ン
ト
政
府
内
で
の
労
使
共
同
決
定
に
つ
い
て
は
、
国
家
権
力
に
対
す
る
国
民
の
平
等
な
影
響
力
と
い
う
観
点
か
ら
一
定
の
限
界
が

ひ
か
れ
て
い
た
。

２

従
来
の
学
説
お
よ
び
裁
判
例
と
の
関
係

す
で
に
数
多
く
の
紹
介
が
あ
る
通
り
、
学
説
で
は
三
判
決
が
出
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
民
主
政
原
理
の
観
点
か
ら
国
家
権
力
を
如
何
に
正
統

化
す
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
考
え
方
が
示
さ
れ
て
き
た45

）。
中
で
も
同
理
論
の
出
発
点
と
さ
れ
る
の
が
、
民

主
的
正
統
化
論
を
基
本
法
二
〇
条
二
項
の
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
と
し
て
明
確
か
つ
体
系
的
に
整
理
し
たE

rn
st-W

o
lfg
a
n
g
 
B
o
ck
en
fo
rd
e

の
見
解
で
あ
る46

）。
三
判
決
で
示
さ
れ
た
上
記
判
断
枠
組
は
、
彼
の
理
論
と
相
当
程
度
類
似
す
る
こ
と
に
加
え
、
実
際
に
判
決
中
で
彼
の
理
論

が
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と47

）、
さ
ら
に
は
彼
自
身
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
部
会
の
判
事
と
し
て
三
判
決
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と48

）も
あ
っ
て
、

彼
の
理
論
の
強
い
影
響
力
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
基
本
法
二
〇
条
二
項
の
文
言
に
則
り
、
す
べ
て
の
国
家
権
力
は
国
民
に
由
来
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
当
該
国
家
権
力
は
国
民
に
よ
っ
て
選
挙
お
よ
び
投
票
を
通
じ
、
ま
た
は
三
権
の
各
機
関
を
通
じ
て
行
使
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
夙
に
強
調
し
て
き
た49

）。
ま
た
上
記
の
判
断
枠
組
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
正
統
化
の
対
象
を
決
定
の
性
格
を
有
す
る
活
動

に
限
定
す
る
考
え
方
（
上
記
②
）
や50

）、
正
統
化
の
方
法
（
上
記
③
）
に
お
け
る
制
度
的
｜
機
能
的
正
統
化51

）、
さ
ら
に
は
途
切
れ
る
こ
と
の
無

い
正
統
化
の
連
鎖
等
の
考
え
方52

）等
は
、
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
判
例
上
示
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る53

）。
こ
れ
ら
の
点
に
か
ん
が
み
れ
ば
、

上
記
判
断
枠
組
で
示
さ
れ
た
考
え
方
自
体
は
、
あ
く
ま
で
断
片
的
に
で
は
あ
る
も
の
の
、
三
判
決
以
前
の
裁
判
例
で
も
す
で
に
示
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
な
ろ
う54

）。
そ
の
点
に
お
い
て
、
三
判
決
で
示
さ
れ
た
上
記
の
判
断
枠
組
は
、
関
連
す
る
従
来
の
裁
判
例
の
集
積
の
上
に
確
立
し
た

も
の
で
あ
る
と
も
い
い
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る55

）。
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３

学
説
上
の
評
価

一
方
、
三
判
決
に
対
し
て
は
、B

o
ck
en
fo
rd
e

の
理
論
と
併
せ
て
学
説
上
数
多
く
の
異
論
が
提
起
さ
れ
て
き
た56

）。
批
判
の
対
象
や
そ
の

ト
ー
ン
は
論
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
も
の
の
、
特
に
批
判
が
集
中
し
た
の
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

第
一
点
は
、
上
記
の
判
断
枠
組
の
構
造
そ
れ
自
体
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
断
枠
組
で
は
、
結
局
の

と
こ
ろ
人
的
正
統
化
の
連
鎖
か
ら
逸
脱
す
る
か
否
か
の
審
査
の
み
し
か
意
味
を
持
ち
え
な
い
こ
と57

）、
そ
の
点
で
、
上
記
の
判
断
枠
組
は
人
的

正
統
化
を
偏
重
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た58

）。

第
二
点
は
、
上
記
の
判
断
枠
組
が
も
た
ら
す
帰
結
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
学
説
で
は
、
上
記
の
判
断
枠
組
が
（
明
言
こ
そ
し
て
い
な
い

も
の
の
）
階
層
制
の
行
政
組
織
構
造
を
理
念
型
と
し
て
い
る
こ
と59

）、
し
か
し
、
階
層
制
の
組
織
構
造
か
ら
逸
脱
す
る
組
織
が
多
数
存
在
す
る

今
日
に
お
い
て
か
か
る
理
念
型
を
維
持
す
る
の
は
非
現
実
的
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た60

）。

も
っ
と
も
、
こ
の
う
ち
特
に
第
一
の
批
判
に
つ
い
て
、
共
同
決
定
判
決
は
ま
さ
に
人
的
正
統
化
の
断
絶
が
問
題
と
な
る
労
使
共
同
決
定
に

つ
き
、
一
定
の
限
界
の
下
こ
れ
を
許
容
す
る
判
断
を
示
し
て
い
た61

）。
そ
の
点
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
人
的
正
統
化
の
欠
損
を
一
律
に
民
主

政
原
理
違
反
と
み
な
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
同
判
決
は
あ
く
ま
で
労
使
共
同
決
定
と
い

う
特
殊
な
制
度
に
つ
い
て
判
断
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
諸
制
度
に
つ
い
て
も
同
様
に
逸
脱
か
許
容
さ
れ
る
の
か
、
上
記
の
判
断
枠
組
か
ら

な
お
も
不
明
確
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
難
い
。

第
２
章

判
例
理
論
の
転
換
点

｜
｜
水
利
組
合
決
定

次
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
機
能
的
自
治
行
政
の
民
主
的
正
統
化
」
と
い
う
問
題
が
争
わ
れ
た
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
五
日
の

決
定
で
あ
る
（
以
下
「
水
利
組
合
決
定
」
と
呼
ぶ62

））。
機
能
的
自
治
行
政
（fu

n
k
tio
n
a
le S

elb
stv
erw

a
ltu
n
g

）
と
は
、
特
定
の
任
務
の
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遂
行
を
目
的
と
し
た
、
当
該
任
務
の
利
害
関
係
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
団
体
の
こ
と
を
指
す63

）。
本
決
定
は
、
上
記
の
問
題
に
つ
い
て
連
邦

憲
法
裁
判
所
が
は
じ
め
て
判
断
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
民
主
的
正
統
化
論
の
展
開
過
程
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。

本
決
定
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
数
多
く
の
紹
介
・
検
討
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
裁
判
例
に
お
け
る
民
主
的
正
統
化

論
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
本
決
定
の
詳
細
な
検
討
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
ま
ず
本
件
の
事
案

の
概
要
お
よ
び
本
決
定
の
内
容
を
や
や
詳
し
く
紹
介
し
た
う
え
で
（
第
１
節
）、
本
決
定
の
意
義
お
よ
び
三
判
決
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
い
（
第
２
節
）。

第
１
節

決
定
の
概
要

１

事
案
の
概
要

本
決
定
は
、
ラ
イ
ン
川
の
支
流
で
あ
る
リ
ッ
ペ
川
と
エ
ム
シ
ャ
ー
川
の
各
流
域
に
所
在
す
る
「
リ
ッ
ペ
組
合
（L

ip
p
ev
erb

a
n
d

）」
と

「
エ
ム
シ
ャ
ー
組
合
（E

m
sch

erg
en
o
ssen

sch
a
ft

）」
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
の
組
織
・
所
掌
事
務
等
を
規
律
す
る
ラ
ン
ト
法
の
諸
規

定
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

両
水
利
組
合
は
二
〇
世
紀
初
頭
に
設
立
さ
れ
て
以
降
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
規
律
す
る
ラ
ン
ト
法
に
基
づ
き
、
流
域
内
に
お
け
る
水
の
管

理
の
任
務
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
引
き
受
け
て
き
た
団
体
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
者
の
根
拠
法
で
あ
る
リ
ッ
ペ
組
合
法
（L

ip
p
ev
erb

a
n
d
-

sg
esetz v

o
m
 
7.
F
eb
ru
a
r 1990

(G
V
.
N
W
 
S
.162)

）
に
よ
る
と
、
組
合
は
組
合
の
領
域
に
全
部
ま
た
は
一
部
が
存
在
す
る
市
、
ゲ
マ
イ

ン
デ
、
ク
ラ
イ
ス
の
ほ
か
、
組
合
の
事
業
に
利
害
関
係
を
有
す
る
者64

）か
ら
構
成
さ
れ
る
。
水
利
組
合
の
機
関
は
、
組
合
総
会
、
組
合
評
議
会

及
び
理
事
会
で
あ
る
（
一
〇
条
）。
こ
の
う
ち
組
合
の
主
要
な
事
項65

）を
決
定
す
る
組
合
総
会
は
、
上
記
の
各
構
成
員
グ
ル
ー
プ
か
ら
派
遣
さ

れ
た
代
表
、
お
よ
び
州
の
商
工
会
議
所
か
ら
派
遣
さ
れ
た
一
名
の
代
表
に
よ
り
構
成
さ
れ
る66

）。
組
合
評
議
会
は
、
後
述
す
る
理
事
会
の
監
督

（法政研究84-２- ）118 356

論 説



機
関
で
あ
り
、
一
五
人
の
構
成
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
（
一
六
条
一
項
）。
評
議
会
の
構
成
員
の
う
ち
一
人
は
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
‖
ヴ
ェ
ス
ト

フ
ァ
ー
レ
ン
州
の
代
表
と
し
て
、
所
轄
の
大
臣
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
一
四
人
の
構
成
員
は
、
組
合
総
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ

る
。
こ
の
う
ち
九
議
席
は
法
律
上
の
規
定
に
従
っ
て
組
合
の
構
成
員
に
割
り
当
て
ら
れ67

）、
残
り
の
五
議
席
は
組
合
の
労
働
者
の
代
表
に
付
与

さ
れ
る
。
こ
の
労
働
者
代
表
は
、
組
合
の
職
員
協
議
会
の
提
案
に
し
た
が
っ
て
選
出
さ
れ
る
（
一
六
条
二
項
）。
そ
の
際
、
組
合
で
雇
用
さ

れ
て
い
る
三
人
の
労
働
者
と
、
組
合
で
雇
用
さ
れ
て
い
な
い
二
人
の
労
働
者
が
選
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
事
会
は
、
理
事
長
の
ほ

か
、
少
な
く
と
も
一
人
以
上
の
構
成
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
理
事
会
の
構
成
員
の
う
ち
一
人
が
、
と
り
わ
け
人
事
に
関
す
る
事
項
お
よ
び
社

会
的
な
事
項
を
管
轄
す
る
（
一
九
条
一
項
）。
こ
の
理
事
は
、
組
合
に
お
け
る
労
働
者
の
職
務
上
の
上
司
で
あ
り
（
二
〇
条
二
項
四
文
）、
労

働
者
代
表
の
過
半
数
か
ら
反
対
を
受
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
（
七
条
二
項
二
文
）。
な
お
、
エ
ム
シ
ャ
ー
組
合
の
根
拠
法
で
あ
る
エ
ム

シ
ャ
ー
組
合
法
（E

m
sch

erg
en
o
ssen

sch
a
ftsg

esetz v
o
m
 
7.
F
eb
ru
a
r 1990

(G
V
.
N
W
 
S
.144)

）
も
、
組
合
の
組
織
構
造
・
決
定
構

造
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
同
様
の
規
定
を
定
め
て
い
る
。

か
ね
て
よ
り
上
記
の
労
使
共
同
決
定
制
度
に
つ
い
て
憲
法
上
の
異
議
を
唱
え
て
い
た
両
組
合
の
構
成
員
は
、
組
合
評
議
会
及
び
と
り
わ
け

人
事
・
社
会
的
事
項
を
担
当
す
る
理
事
の
選
挙
の
無
効
確
認
を
求
め
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。
当
該
事
件
に
つ
い
て
上
告
を
受
理
し
た
連
邦
行

政
裁
判
所
は
、
一
九
九
七
年
一
二
月
一
七
日
、
基
本
法
一
〇
〇
条
一
項68

）に
基
づ
い
て
手
続
を
中
止
し
、
関
係
す
る
諸
規
定
の
合
憲
性
に
つ
い

て
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
判
断
を
求
め
た
。
そ
の
際
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
①
「
重
要
な
公
共
の
利
益
な
い
し
第
三
者
の
利
害
に
か
か
わ
る

事
務
」
を
担
う
限
り
に
お
い
て
、
機
能
的
自
治
行
政
に
も
民
主
的
正
統
化
の
要
求
が
妥
当
す
る
こ
と
、
②
両
組
合
に
委
託
さ
れ
て
い
る
水
の

管
理
の
任
務
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
、
③
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
評
議
会
の
選
任
等
に
つ
い
て
の
総
会
の
決
定

が
、
常
に
人
的
な
民
主
的
正
統
化
を
得
た
代
議
員
の
多
数
に
よ
り
な
さ
れ
る
こ
と
が
法
律
上
確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、
法
律
に
よ
る
規
律
も
こ

う
し
た
人
的
正
統
化
の
欠
損
を
補
償
す
る
程
度
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た69

）。
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２

判
旨

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
リ
ッ
ペ
組
合
法
と
エ
ム
シ
ャ
ー
組
合
法
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
規
定
が
い
ず
れ
も
基
本
法
に
違
反
し
な
い
、
と
し
た
。
以

下
、
一
般
論
と
具
体
的
判
断
（
労
使
共
同
決
定
に
つ
い
て
の
判
示
部
分
）
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
判
旨
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し

よ
う
。

（
１
）
一
般
論

（
ⅰ
）
従
来
の
裁
判
例
の
整
理

ま
ず
本
決
定
は
、
①
民
主
的
正
統
化
に
関
す
る
従
来
の
裁
判
例
の
整
理
お
よ
び
②
基
本
法
と
機
能
的
自
治
行
政
の
関
係
の
明
示
の
二
点
を

行
う
。
ま
ず
①
に
つ
い
て
、
基
本
法
二
〇
条
二
項
お
よ
び
二
八
条
一
項
の
規
定
す
る
民
主
政
原
理
は
、

決
定
の
性
格
を
有
す
る
職
務
上
の

す
べ
て
の
行
為
」
に
対
し
て
「
国
家
国
民
（S
ta
a
tsv
o
lk

）
た
る
市
民
の
総
体
へ
と
還
元
可
能
な
民
主
的
正
統
化
」
を
要
求
す
る
。
従
来
の

裁
判
例
で
は
、

直
接
的
国
家
行
政
お
よ
び
市
町
村
行
政
」
に
つ
き
、
人
的
正
統
化
と
事
項
的
｜
内
容
的
正
統
化
の
二
点
か
ら
正
統
化
の
水

準
を
判
断
す
る
、
と
い
う
判
断
枠
組
が
確
立
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
こ
れ
ら
裁
判
例
は
、

機
能
的
自
治
行
政
の
領
域
に
お
い
て
、

例
え
ば
外
国
人
の
よ
う
な
、
国
民
に
属
さ
な
い
者
の
選
挙
権
が
憲
法
上
許
容
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
を
別
異
に
取
り
扱
う
か
否
か
に
つ
き
、

判
断
を
示
し
て
こ
な
か
っ
た70

）」。

続
い
て
②
に
つ
い
て
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
類
の
水
利
組
合
は
、

歴
史
的
に
発
展
し
、
ま
た
憲
法
上
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
た
、

非
｜
市
町
村
自
治
行
政
の
領
域
に
属
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
包
括
し
て
機
能
的
自
治
行
政
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
基
本
法
は
機
能
的
自

治
行
政
と
い
う
概
念
こ
そ
用
い
て
い
な
い
も
の
の
、
機
能
的
自
治
行
政
の
組
織
形
態
を
了
知
し
、
ま
た
原
則
と
し
て
憲
法
と
両
立
す
る
こ
と

を
認
め
て
き
た71

）。
ま
た
過
去
の
裁
判
例72

）も
、
水
利
組
合
を
は
じ
め
と
す
る
機
能
的
自
治
行
政
の
諸
類
型
に
つ
い
て
、
そ
の
存
在
が
憲
法
上
許

容
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
き
た73

）。
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（
ⅱ
）
基
本
法
二
〇
条
二
項
の
民
主
政
原
理
と
機
能
的
自
治
行
政
の
関
係
に
つ
い
て

以
上
の
前
提
を
踏
ま
え
、
本
決
定
は
①
基
本
法
二
〇
条
二
項
に
お
け
る
民
主
政
原
理
と
機
能
的
自
治
行
政
の
関
係
、
②
機
能
的
自
治
行
政

へ
の
任
務
移
譲
に
関
す
る
立
法
者
の
形
成
余
地
、
③
機
能
的
自
治
行
政
が
拘
束
力
を
持
つ
決
定
を
行
う
た
め
の
条
件
と
い
う
三
つ
の
点
に
つ

い
て
判
示
す
る
。

（
ア
）
基
本
法
二
〇
条
二
項
に
お
け
る
民
主
政
原
理
と
機
能
的
自
治
行
政
の
関
係

ま
ず
本
決
定
は
、
基
本
法
二
〇
条
二
項
の
性
格
お
よ
び
同
項
の
規
定
す
る
民
主
政
原
理
と
機
能
的
自
治
行
政
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
判
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
基
本
法
二
〇
条
二
項
は
「
原
理
と
し
て
の
性
格
（P

rin
zip
ch
a
ra
k
ter

）」
を
有
し
、

発
展
に
開
か
れ
て
い

る
（en

tw
ick

lu
n
g
so
ffen

）」
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

直
接
的
国
家
行
政
お
よ
び
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
自
治
行
政
と
は
別
に
、
基
本
法

二
〇
条
二
項
の
規
定
す
る
民
主
政
原
理
は
、
す
べ
て
の
決
定
権
者
は
欠
缺
な
く
人
的
に
民
主
的
正
統
化
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

い
う
要
請
か
ら
逸
脱
す
る
組
織
お
よ
び
国
家
権
力
行
使
の
形
態
が
存
在
す
る
余
地
を
認
め
て
い
る
」。
さ
ら
に
、
同
項
の
か
か
る
解
釈
を
前

提
と
す
れ
ば
、

民
主
政
原
理
に
根
差
す
自
治
行
政
お
よ
び
自
律
の
原
則
を
適
切
な
形
で
実
現
す
る
こ
と
も
可
能
」
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

代
表
制
と
し
て
規
定
さ
れ
た
国
民
支
配
の
枠
内
に
お
い
て
、
基
本
法
は
、
公
的
任
務
を
実
現
す
る
際
に
利
害
関
係
者
を
関
与
さ
せ
る
特
別

の
形
式
を
も
許
容
し
て
い
る
」
の
で
あ
る74

）。

続
け
て
曰
く
、

そ
の
限
り
に
お
い
て
、
機
能
的
自
治
行
政
は
、
民
主
政
原
理
を
補
完
し
、
ま
た
強
化
す
る
。
機
能
的
自
治
行
政
は
、
す

べ
て
の
者
の
自
由
な
自
己
決
定
と
い
う
上
位
の
目
的
に
仕
え
る
限
り
に
お
い
て
、
民
主
政
原
理
を
具
現
化
す
る
も
の
（A

u
sp
ra
g
u
n
g

）
と

し
て
理
解
さ
れ
得
る
。
民
主
政
原
理
と
自
治
行
政
は
、
基
本
法
の
下
で
は
相
対
立
し
な
い
」。
人
的
正
統
化
の
連
鎖
を
基
調
と
し
た
従
来
の

民
主
的
正
統
化
の
形
式
も
、
決
定
の
利
害
関
係
者
が
当
該
決
定
に
関
与
す
る
機
能
的
自
治
行
政
も
、

自
由
な
秩
序
に
お
い
て
自
ら
決
定
す

る
個
人
、
と
い
う
両
者
を
結
び
付
け
る
理
念
（
基
本
法
一
条
一
項
）」
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
基
本
法
二
〇
条
二
項
に
お

け
る
民
主
政
原
理
は
、
法
律
に
よ
っ
て
｜
｜
つ
ま
り
、
国
民
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
古
典
的
に
民
主
的
に
正
統
化
さ
れ
た
議
会
と
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い
う
立
法
者
の
行
為
に
よ
っ
て
｜
｜
、
公
的
任
務
の
処
理
の
う
ち
限
ら
れ
た
領
域
に
つ
き
、
自
治
行
政
と
い
う
特
別
の
組
織
形
態
が
創
設
さ

れ
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
一
方
で
は
利
害
関
係
者
の
実
効
的
な
発
言
権
（M

itsp
ra
ch
rech

t

）
を
創
設
し
、

行
政
外
部
の
専
門
的
知
識
を
活
用
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
他
方
で
立
法
者
は
、
自
治
行
政
と
い
う
形
で
公
的
任
務
の
遂
行
を
委
譲
す
る
こ

と
に
よ
り
、
事
柄
に
即
し
た
適
切
な
利
害
調
整
を
容
易
に
す
る
、
と
い
う
目
的
を
追
求
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
が
決
定
す
る
諸
目

的
や
諸
目
標
の
よ
り
実
効
的
な
達
成
に
貢
献
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る75

）」。

た
だ
し
、
立
法
者
は
か
か
る
組
織
形
態
を
任
意
に
形
成
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

立
法
者
た
る
議
会
は
、
特
定
の

公
的
任
務
に
つ
い
て
自
治
行
政
の
組
織
形
態
を
選
択
す
る
際
、
一
方
で
は
諸
利
益
を
適
切
に
反
映
し
た
自
律
的
な
自
治
行
政
、
他
方
で
は
公

的
任
務
の
実
効
的
な
遂
行
、
と
い
う
基
本
思
想
と
両
立
し
な
い
、
い
か
な
る
形
態
を
も
定
め
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
自
治
行
政
単
位

の
組
織
構
造
に
つ
い
て
の
規
律
は
、
利
益
関
係
者
の
利
益
が
適
切
に
考
慮
さ
れ
、
個
別
の
利
益
が
優
遇
さ
れ
な
い
よ
う
、
十
分
な
制
度
上
の

予
防
措
置
を
も
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い76

）」。

（
イ
）
機
能
的
自
治
行
政
へ
の
任
務
移
譲
に
関
す
る
立
法
者
の
形
成
余
地

次
に
本
決
定
が
言
及
す
る
の
が
、
機
能
的
自
治
行
政
へ
の
任
務
委
譲
に
関
す
る
立
法
者
の
形
成
余
地
に
つ
い
て
で
あ
る
。
曰
く
、

自
治

行
政
の
組
織
単
位
に
委
譲
す
べ
き
任
務
の
選
択
、
及
び
構
造
や
決
定
プ
ロ
セ
ス
…
…
の
規
律
は
、
立
法
者
の
広
い
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る77

）。

主
と
し
て
問
題
と
な
る
の
は
、
自
治
行
政
の
組
織
単
位
に
よ
る
処
理
が
歴
史
的
に
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
伝
統
的
に
実
証
さ
れ
て
き
た
、
一
連

の
任
務
領
域
で
あ
る
。
国
家
自
身
が
自
ら
の
官
庁
に
よ
っ
て
、
狭
い
意
味
で
の
国
家
任
務
と
し
て
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
公
的

任
務
は
、
委
譲
か
ら
除
外
さ
れ
る78

）」。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
ど
の
よ
う
な
任
務
が
狭
義
の
国
家
任
務
と
し
て
国
家
に
留
保
さ
れ
る
べ
き
か

は
、
基
本
法
二
〇
条
二
項
の
民
主
政
原
理
か
ら
は
明
ら
か
と
な
ら
な
い
。

と
り
わ
け
、
生
存
配
慮
の
領
域
に
お
け
る
任
務
も
し
く
は
そ
の

他
の
任
務
が
、
そ
れ
ら
が
公
共
の
利
益
に
と
っ
て
本
質
的
な
意
味
を
有
す
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
直
ち
に
直
接
国
家
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
、
基
本
法
二
〇
条
二
項
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
本
件
で
問
題
に
な
っ
て
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い
る
水
の
維
持
と
保
護
と
い
う
任
務
に
も
当
て
は
ま
る79

）」。

（
ウ
）
機
能
的
自
治
行
政
が
拘
束
力
を
持
つ
決
定
を
行
う
た
め
の
条
件

さ
ら
に
本
決
定
は
、
機
能
的
自
治
行
政
が
拘
束
力
を
持
つ
決
定
を
出
す
た
め
に
憲
法
上
必
要
と
さ
れ
る
条
件
を
以
下
の
よ
う
に
提
示
す
る
。

す
な
わ
ち
、

自
治
行
政
の
組
織
単
位
を
創
設
し
、
ま
た
詳
細
に
形
成
す
る
う
え
で
立
法
者
が
有
す
る
形
成
の
自
由
は
、
（
立
法
者
が
‖
訳

者
注
）
決
定
の
性
格
を
有
す
る
拘
束
的
活
動
を
自
治
行
政
の
担
い
手
に
授
権
す
る
こ
と
も
許
容
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
限
ら
れ
た
範
囲

で
は
あ
る
も
の
の
、
第
三
者
、
つ
ま
り
非
構
成
員
に
対
す
る
活
動
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
」。
も
っ
と
も
、
当
該
決
定
権
限
は
、
基
本
法
二

〇
条
二
項
に
適
合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
途
切
れ
る
こ
と
の
無
い
人
的
正
統
化
の
連
鎖
の
要
求
が
機
能
的
自

治
行
政
の
領
域
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

決
定
の
性
格
を
有
す
る
拘
束
的
活
動
は
、
国
民
が
当
該
活
動
に
決
定
的
な

影
響
力
を
持
ち
続
け
る
こ
と
で
自
ら
の
自
己
決
定
権
限
を
保
持
す
る
が
故
に
、
ま
た
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
機
能
的
自
治
行
政
の
担
い
手
に

憲
法
上
の
次
元
で
許
容
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
機
関
の
任
務
及
び
活
動
権
限
が
国
民
代
表
に
よ
っ
て
議
決
さ
れ
た
法
律

の
中
で
予
め
十
分
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
か
か
る
任
務
の
実
現
が
人
的
観
点
か
ら
民
主
的
に
正
統
化
さ
れ
た
公
務
員
の
監
督
に

服
す
る
こ
と
を
要
求
す
る80

）」。

（
２
）
具
体
的
判
断
｜
｜
労
使
共
同
決
定
の
民
主
的
正
統
化

以
上
の
一
般
論
を
踏
ま
え
、
本
決
定
は
、
組
合
の
組
織
構
造
な
ら
び
に
決
定
構
造
お
よ
び
組
合
に
対
す
る
監
督
の
方
法
が
法
律
で
十
分
に

規
律
さ
れ
て
い
る
こ
と81

）、
労
使
共
同
決
定
の
規
定
も
民
主
政
原
理
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と82

）を
理
由
に
、
リ
ッ
ペ
組
合
法
お
よ
び
エ

ム
シ
ャ
ー
組
合
法
の
諸
規
定
が
基
本
法
に
違
反
し
な
い
、
と
し
た83

）。

具
体
的
判
断
の
う
ち
注
目
に
値
す
る
の
は
、
労
使
共
同
決
定
に
つ
い
て
の
以
下
の
よ
う
な
判
断
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

自
治
行
政
に
お

け
る
労
働
者
の
共
同
決
定
は
、
公
的
任
務
の
遂
行
に
対
す
る
利
害
関
係
者
の
関
与
、
と
い
う
民
主
政
原
理
の
根
幹
に
あ
る
思
考
と
、
原
則
と

し
て
符
合
す
る
」。
労
働
者
は
、
自
治
行
政
の
任
務
遂
行
に
対
し
て
直
接
的
に
は
責
任
を
負
わ
ず
、
ま
た
構
成
員
が
負
う
べ
き
義
務
の
名
宛
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人
で
も
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
は
「
勤
務
関
係
（B

esch
a
ftig

u
n
g
sv
erh

a
ltn
is

）」
を
根
拠
と
し
て
、
機
能
的
自
治
行
政
の
任
務
遂
行
に

間
接
的
に
携
わ
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
ら
の
利
益
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
ま
た
労
働
条
件
を
協
働
形
成
す
る
た
め

に
労
働
者
を
限
定
的
に
関
与
さ
せ
る
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
る84

）」。
そ
の
一
方
で
、
機
能
的
自
治
行
政
の
領
域
に
お
い
て
は
、
自
治
行
政
の
有

効
性
（W

irk
sa
m
k
eit

）
を
強
化
す
る
た
め
に
、
労
働
者
代
表
を
執
行
機
関
へ
と
招
集
す
る
こ
と
、
ま
た
同
代
表
を
一
般
的
な
任
務
の
遂

行
に
関
与
さ
せ
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
利
害
関
係
の
な
い
者
の
関
与
は
、
公
的
任
務
の
遂
行
の
有
効
性
を
望
ま
し
い
形
で
強
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
る85

）。
以
上
の
判
示
を
踏
ま
え
、
本
決
定
は
両
組
合
の
労
使
共
同
決
定
制
度
が
両
組
合
の
効
率
性
（E

ff-

izien
z

）
向
上
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
特
定
の
利
益
の
優
遇
を
企
図
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、
基
本
法
二
〇
条
二
項
に

違
反
し
な
い
と
し
た86

）。

第
２
節

検
討

以
上
、
本
決
定
の
内
容
を
概
観
し
た
。
本
節
で
は
、
機
能
的
自
治
行
政
に
関
す
る
学
説
お
よ
び
従
来
の
裁
判
例
と
の
関
係
に
お
け
る
本
決

定
の
意
義
と
位
置
づ
け
（
１
）、
本
決
定
と
三
判
決
の
関
係
（
２
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

１

本
決
定
の
意
義
と
位
置
づ
け

（
１
）
本
決
定
の
意
義

本
決
定
の
意
義
は
、
と
り
わ
け
①
基
本
法
二
〇
条
二
項
の
「
原
理
」
と
し
て
の
性
格
を
強
調
し
、
そ
こ
か
ら
同
項
が
直
接
的
国
家
行
政
お

よ
び
市
町
村
自
治
行
政
と
は
別
に
人
的
正
統
化
か
ら
逸
脱
す
る
組
織
を
許
容
し
て
い
る
と
解
し
た
点
、
ま
た
②
機
能
的
自
治
行
政
と
民
主
政

の
相
補
関
係
を
前
提
と
し
つ
つ
、
機
能
的
自
治
行
政
に
つ
い
て
人
的
正
統
化
を
要
件
と
し
な
い
判
断
枠
組
を
確
立
し
た
点
に
あ
る
。
人
的
正
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統
化
の
連
鎖
か
ら
の
逸
脱
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
共
同
決
定
判
決
に
お
い
て
ラ
ン
ト
政
府
内
で
の
労
使
共
同
決
定
が
限
定
的
に
許
容
さ
れ

て
い
た
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
の
組
織
・
決
定
構
造
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
判
断
が
な
さ
れ
る
の
か
ま
で
は
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た87

）。
そ

の
点
で
特
に
上
記
①
の
判
示
は
、
人
的
正
統
化
の
連
鎖
か
ら
逸
脱
す
る
組
織
の
存
在
を
よ
り
一
般
的
な
見
地
か
ら
許
容
し
た
点
に
お
い
て
、

重
要
な
意
義
を
有
す
る
と
い
え
る
。

（
２
）
学
説
に
お
け
る
従
来
の
議
論
と
の
関
係

わ
が
国
で
も
す
で
に
紹
介
の
あ
る
通
り
、
機
能
的
自
治
行
政
の
民
主
的
正
統
化
を
め
ぐ
っ
て
は
、
学
説
上
様
々
な
見
解
が
示
さ
れ
て
き
た88

）。

同
理
論
の
出
発
点
と
さ
れ
るB

o
ck
en
fo
rd
e

は
、
機
能
的
自
治
行
政
に
つ
い
て
、
利
害
関
係
者
が
決
定
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
が
ゆ
え

に
人
的
正
統
化
が
欠
損
し
、
し
た
が
っ
て
正
統
化
の
水
準
が
低
位
に
と
ど
ま
る
組
織
形
態
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
か
か
る
理
解
を

前
提
と
す
れ
ば
、
機
能
的
自
治
行
政
は
民
主
政
原
理
と
緊
張
関
係
に
あ
る
組
織
形
態
と
し
て
、
そ
の
存
在
に
つ
い
て
正
当
化
が
必
要
と
さ
れ

る
こ
と
に
な
る89

）。
一
方
学
説
の
大
勢
は
、
こ
の
よ
う
な
彼
の
理
論
を
修
正
な
い
し
根
本
的
に
再
構
成
す
る
こ
と
で
、
機
能
的
自
治
行
政
を
民

主
政
の
観
点
か
ら
よ
り
積
極
的
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
た90

）。
中
で
も
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
た
の
が
、
民
主
政
と
機
能
的

自
治
行
政
が
い
ず
れ
も
自
己
決
定
と
い
う
上
位
の
目
的
に
仕
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
両
者
を
相
補
的
な
も
の
と
解
す
る
考
え
方
で

あ
る91

）。
以
上
の
よ
う
な
議
論
状
況
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
先
述
し
た
本
決
定
の
意
義
の
う
ち
特
に
上
記
②
の
点
は
、
機
能
的
自
治
行
政
の
民
主

的
正
統
化
を
め
ぐ
る
学
説
上
の
有
力
説
を
踏
ま
え
た
も
の92

）、
逆
に
い
え
ば
、B

o
ck
en
fo
rd
e

の
見
解
に
則
ら
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
位

置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
機
能
的
自
治
行
政
に
関
す
る
従
来
の
裁
判
例
と
の
関
係

も
っ
と
も
、
本
決
定
で
示
さ
れ
た
民
主
政
と
機
能
的
自
治
行
政
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
そ
れ
自
体
は
、
機
能
的
自
治
行
政
に
関
す
る
従

来
の
裁
判
例
に
お
い
て
す
で
に
示
さ
れ
て
き
た
も
の
と
相
当
程
度
重
な
る
点
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
機
能
的
自
治
行
政

が
民
主
政
に
根
差
す
こ
と
自
体
は
、
一
九
七
二
年
三
月
九
日
の
決
定93

）が
す
で
に
判
示
し
て
い
た94

）。
ま
た
、
機
能
的
自
治
行
政
へ
の
任
務
移
譲

（84-２- ）363 125
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に
関
す
る
判
示
も
、
従
来
の
裁
判
例
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
水
利
組
合
に
お
け
る
強
制
加
入
制
の
憲
法
適
合
性

が
争
わ
れ
た
一
九
五
九
年
七
月
二
九
日
の
判
決
（
い
わ
ゆ
る
「
大
エ
ル
フ
ト
組
合
判
決95

）」）
に
お
い
て
、

正
統
な
公
的
任
務
（leg

itim
e

 
o
ffen

tlich
e A

u
fg
a
b
e

）」
を
実
現
す
る
た
め
で
あ
れ
ば
強
制
加
入
制
が
許
容
さ
れ
る
と
し
た
う
え
で
、

か
か
る
国
家
の
任
務
の
う
ち
ど

れ
を
、
国
家
の
官
庁
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
特
別
に
設
立
し
た
公
法
上
の
営
造
物
あ
る
い
は
団
体
に
よ
っ
て
遂
行
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
、

立
法
上
の
裁
量
の
問
題
で
あ
」
り
、

組
織
形
態
の
選
択
が
目
的
に
適
合
し
て
い
る
か
否
か
、
あ
る
い
は
不
可
避
で
あ
っ
た
か
否
か
、
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た96

）。
ま
た
、

国
家
自
ら
が
自
身
の
官
庁
に
よ
っ

て
遂
行
す
べ
き
狭
義
の
国
家
任
務
」
は
公
法
上
の
団
体
に
移
譲
可
能
な
任
務
の
範
疇
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と97

）も
、
従
来
の
裁
判
例
で
す
で
に

判
示
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
決
定
の
判
示
の
う
ち
特
に
機
能
的
自
治
行
政
と
民
主
政
の
関
係
に
関
す
る
部
分
は
、
機
能
的
自
治
行
政
に

つ
い
て
判
示
し
た
従
来
の
裁
判
例
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

２

三
判
決
と
の
関
係
｜
｜
判
例
理
論
の
転
換

以
上
検
討
し
た
よ
う
に
、
本
決
定
は
機
能
的
自
治
行
政
の
民
主
的
正
統
化
に
関
す
る
学
説
上
の
有
力
説
お
よ
び
機
能
的
自
治
行
政
に
つ
い

て
判
示
し
た
従
来
の
裁
判
例
に
立
脚
し
つ
つ
、
機
能
的
自
治
行
政
と
民
主
政
原
理
の
関
係
を
体
系
的
に
定
式
化
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
本
決
定
と
前
章
で
挙
げ
た
三
判
決
と
の
関
係
で
あ
る
。

（
１
）
学
説
上
の
指
摘

学
説
で
は
、
本
決
定
がB

o
ck
en
fo
rd
e

の
見
解
と
共
に
一
九
九
〇
年
代
の
三
判
決
と
も
距
離
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
し
ば
し

ば
指
摘
さ
れ
る
。
例
え
ばE

rn
st T

h
o
m
a
s E

m
d
e

は
、
本
決
定
は
従
来
の
裁
判
例
か
ら
公
然
と
離
反
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、

こ
れ
ら
と
は
異
な
る
方
向
性
を
仄
め
か
し
て
い
る
、
と
す
る98

）。
す
な
わ
ち
本
決
定
は
上
記
の
判
示
に
お
い
て
、
機
能
的
自
治
行
政
に
お
け
る
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意
思
形
成
の
形
式
を
憲
法
上
許
容
さ
れ
た
民
主
政
か
ら
の
逸
脱
で
は
な
く
、
ま
さ
に
民
主
政
原
理
の
実
現
形
態
の
一
つ
と
解
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
ま
たE

b
erh

a
rd
 
S
ch
m
id
t-A

ß
m
a
n
n

も
、
機
能
的
自
治
行
政
は
民
主
政
を
補
完
し
強
化
す
る
、
と

い
う
本
決
定
の
判
示
を
根
拠
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
「
一
九
九
〇
年
一
〇
月
三
一
日
に
お
け
る
自
ら
の
決
定
の
基
礎
に
お
か
れ
た
厳
格
な

構
想
を
「
緩
和
さ
れ
た
階
層
制
ア
プ
ロ
ー
チ
」
へ
発
展
さ
せ
始
め
た
」
こ
と
を
指
摘
す
る99

）。
以
上
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
公
法
学
の
論
調
を
受
け
、

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
本
決
定
を
紹
介
す
る
際
、
本
決
定
がB

o
ck
en
fo
rd
e

と
一
九
九
〇
年
代
の
三
判
決
に
お
い
て
示
さ
れ
た
民
主
的
正

統
化
論
の
「
古
典
的
モ
デ
ル
」
を
克
服
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と100

）、
あ
る
い
は
本
決
定
を
も
っ
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
「
従
来
の
判
例
理
論
を

変
更
」
し
た
こ
と101

）が
強
調
さ
れ
る
。

（
２
）
検
討

こ
の
点
、
本
決
定
がB

o
ck
en
fo
rd
e

と
は
異
な
る
見
解
を
示
し
た
こ
と
は
、
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
進
ん

で
、
本
決
定
が
三
判
決
を
覆
し
た
と
ま
で
い
い
得
る
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
の
生
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
ⅰ
）
機
能
的
自
治
行
政
と
民
主
政

ま
ず
一
般
論
部
分
の
判
示
に
つ
い
て
。
第
一
に
、
正
統
化
の
対
象
た
る
「
決
定
の
性
格
を
有
す
る
職
務
上
の
す
べ
て
の
行
為
」
が
正
統
化

の
主
体
た
る
「
国
民
」
の
意
思
に
還
元
可
能
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
、
と
い
う
民
主
政
の
基
本
構
造
そ
れ
自
体
は
、
水
利
組
合
決
定
に
も

踏
襲
さ
れ
て
い
た102

）。
そ
の
点
で
本
決
定
は
少
な
く
と
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
三
判
決
以
前
か
ら
採
用
し
て
き
た
民
主
政
の
理
解
に
根
本
的

な
変
更
を
加
え
る
も
の
で
は
な
い103

）。

と
は
い
え
第
二
に
、
基
本
法
二
〇
条
二
項
が
「
原
理
」
で
あ
り
、
人
的
正
統
化
の
連
鎖
か
ら
逸
脱
す
る
組
織
の
存
在
を
許
容
し
て
い
る
、

と
い
う
本
決
定
の
判
示
は
、
確
か
に
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
人
的
正
統
化
を
重
視
し
て
い
た
三
判
決
と
衝
突
す
る
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
本
決
定
は
、
三
判
決
を
「
直
接
的
国
家
行
政
お
よ
び
市
町
村
自
治
行
政
」
に
関
す
る
も
の
と
位
置
付
け
、
そ
の
射
程
を

限
定
し
て
い
た104

）。
こ
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
水
利
組
合
決
定
は
、
三
判
決
の
射
程
外
の
部
分
に
つ
い
て
判
示
す
る
も
の
と
し
て
、
一
応
の
交

（84-２- ）365 127
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通
整
理
を
図
っ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
先
述
の
通
り
、
民
主
政
と
自
治
行
政
が
親
和
的
で
あ
る
こ
と
自
体
は
、
三
判
決
以
前
の
裁
判
例
に
お
い
て
す
で
に
示
さ
れ
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
と
の
整
合
性
を
考
え
れ
ば
、
三
判
決
は
機
能
的
自
治
行
政
に
つ
い
て
そ
も
そ
も
何
も
判
示
し
て
い
な
い
、
と

解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
外
国
人
選
挙
権
の
文
脈
で
は
あ
る
と
は
い
え
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
ー
ホ
ル
シ
ュ
タ

イ
ン
州
外
国
人
選
挙
権
判
決
が
機
能
的
自
治
行
政
に
つ
い
て
の
判
断
を
留
保
し
て
い
た
点
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る105

）。

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
決
定
の
一
般
論
に
つ
い
て
の
判
示
は
、
少
な
く
と
も
三
判
決
を
積
極
的
に
覆
す
も
の
で
は
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

（
２
）
労
使
共
同
決
定
に
関
す
る
判
断
の
相
違

次
に
具
体
的
判
断
に
つ
い
て
。
労
使
共
同
決
定
の
基
本
法
二
〇
条
二
項
適
合
性
に
つ
い
て
は
、
三
判
決
の
う
ち
共
同
決
定
判
決
が
す
で
に

判
断
基
準
を
示
し
て
い
た106

）。
一
方
本
決
定
で
は
先
述
の
通
り
、
労
使
共
同
決
定
が
立
法
者
に
よ
る
任
務
遂
行
の
効
率
性
追
求
手
段
で
あ
り
、

か
か
る
目
的
そ
れ
自
体
は
許
容
さ
れ
る
と
さ
れ
た
う
え
で
、
目
的
を
逸
脱
す
る
よ
う
な
特
殊
利
益
の
優
遇
が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
が
問
題
と

さ
れ
た107

）。
そ
の
点
で
本
決
定
は
、
共
同
決
定
判
決
を
踏
襲
せ
ず
、
独
自
の
判
断
を
行
っ
た
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う108

）。

し
か
し
な
が
ら
、
共
同
決
定
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
労
使
共
同
決
定
は
、
ラ
ン
ト
の
行
政
職
員
全
体
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
水

利
組
合
決
定
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
水
利
組
合
内
部
に
関
わ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
両
判
決
で
は
問
題

と
な
っ
た
労
使
共
同
決
定
制
度
の
適
用
範
囲
が
そ
も
そ
も
大
き
く
異
な
る
た
め
、
単
純
な
比
較
が
で
き
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
仮
に
そ

う
だ
と
す
れ
ば
、
本
決
定
の
労
使
共
同
決
定
に
つ
い
て
の
判
示
は
、
あ
く
ま
で
「
機
能
的
自
治
行
政
の
」
労
使
共
同
決
定
に
関
す
る
も
の
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
共
同
決
定
判
決
の
射
程
外
に
位
置
す
る
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

（
３
）
小
括

こ
の
よ
う
に
本
決
定
は
、
三
判
決
を
明
示
的
に
変
更
し
た
り
、
あ
る
い
は
三
判
決
の
判
断
枠
組
の
転
換
を
図
っ
た
り
す
る
こ
と
を
意
図
し
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た
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
位
置
づ
け
と
し
て
は
む
し
ろ
、
一
方
で
三
判
決
を
直
接
的
国
家
行
政
お
よ
び
市
町
村
自
治
行
政
に
妥

当
す
る
も
の
と
し
て
維
持
し
つ
つ
、
他
方
で
そ
れ
と
は
別
に
機
能
的
自
治
行
政
を
念
頭
に
置
い
た
新
た
な
判
断
枠
組
を
確
立
し
た
も
の
と
解

す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
３
節

本
章
の
ま
と
め

以
上
、
水
利
組
合
決
定
の
内
容
を
分
析
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
総
合
す
れ
ば
、
本
決
定
は
一
方
で
三
判
決
と
の
整
合
性
に
配
慮
し
つ

つ
、
他
方
で
機
能
的
自
治
行
政
に
関
す
る
学
説
と
従
来
の
裁
判
例
を
基
に
、
基
本
法
二
〇
条
二
項
の
定
め
る
民
主
政
原
理
と
機
能
的
自
治
行

政
の
関
係
を
体
系
的
に
示
す
と
共
に
民
主
的
正
統
化
の
新
た
な
判
断
枠
組
を
確
立
し
た
も
の
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
決
定
の
二
年
後
に
出
さ
れ
た
、
公
証
人
保
険
組
合
（N

o
ta
rk
a
sse

）
の
規
約
定
立
権
限
が
争
点
と
さ
れ
た
二
〇
〇
四
年
七
月

一
三
日
の
決
定109

）は
、
機
能
的
自
治
行
政
が
民
主
政
原
理
を
具
体
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と110

）や
、
機
能
的
自
治
行
政
の
機
関
を
設
計
す
る
う
え

で
は
特
定
の
利
益
が
優
遇
さ
れ
な
い
よ
う
な
制
度
上
の
安
全
措
置
が
必
要
で
あ
る
こ
と111

）を
示
す
際
に
、
本
決
定
を
参
照
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
本
決
定
が
明
確
に
し
た
機
能
的
自
治
行
政
と
民
主
政
の
関
係
は
、
機
能
的
自
治
行
政
に
関
す
る
後
の
裁
判
例
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

ケ
ー
ス
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

第
３
章

水
利
組
合
決
定
以
降
の
裁
判
例
｜
｜
精
神
病
院
判
決
・
映
画
助
成
判
決

水
利
組
合
決
定
以
降
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
い
く
つ
か
の
裁
判
例
に
お
い
て
、
民
主
的
正
統
化
論
に
言
及
し
て
い
る
。
以
下
で
は
そ
の

う
ち
主
要
な
二
つ
の
判
決
（
精
神
病
院
判
決
・
映
画
助
成
判
決
）
を
検
討
対
象
と
し
（
第
１
・
２
節
）、
先
述
し
た
各
判
決
と
の
関
係
に
つ
い
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て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
（
第
３
節
）。

第
１
節

精
神
病
院
判
決

一
つ
目
に
挙
げ
る
の
は
、
権
限
の
委
任
（B

eleih
u
n
g

）
を
受
け
た
私
的
主
体
に
よ
る
決
定
の
民
主
的
正
統
化
が
問
題
と
な
っ
た
二
〇
一

二
年
一
月
一
八
日
の
判
決
で
あ
る
（
以
下
、

精
神
病
院
判
決
」
と
呼
ぶ112

））。

１

事
案
の
概
要

ヘ
ッ
セ
ン
州
の
ラ
ン
ト
法
で
あ
る
「
精
神
病
院
及
び
禁
断
治
療
施
設
に
お
け
る
改
善
保
安
処
分
の
執
行
に
つ
い
て
の
法
律
（G

esetz
 

u
b
er d

en V
o
llzu

g v
o
n M

a
ß
reg

eln d
er B

esseru
n
g u

n
d S

ich
eru

n
g in ein

em
 
p
h
y
ch
ia
tirisch

en K
ra
n
k
en
h
a
u
s u
n
d in ein

er
 

E
n
tzieh

u
n
g
sa
n
sta
lt v

o
m
 
5.
Ju
li 2007
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以
下
「
執
行
法
」
と
呼
ぶ
）」
に
よ
れ
ば
、
公
法
上
の
社
団
で
あ
る
州
福

祉
連
盟
に
直
接
、
ま
た
は
間
接
的
に
掌
握
さ
れ
て
い
る
資
本
会
社
（K

a
p
ita
lg
esellsch

a
ft

）
は
、
一
定
の
要
件113

）の
下
、
処
分
執
行
の
実
施

（d
ie D

u
rch

fu
h
ru
n
g d

es M
a
ß
reg

elv
o
llzu

g

）
を
契
約
に
よ
っ
て
受
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
条
三
・
四
文
）。

委
任
を
受
け
る
施
設
に
与
え
ら
れ
る
権
限
は
、
執
行
法
五
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
医
師
に
よ
る
治
療
や
外
出

許
可
等
、
基
本
権
に
関
連
し
、
ま
た
一
部
同
時
に
保
安
改
善
に
も
関
す
る
諸
決
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
長
に
留
保
さ
れ
て
い
る
（
五
条

二
項
）。
も
っ
と
も
、
危
険
が
迫
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
施
設
の
そ
の
他
の
職
員
も
特
別
の
保
安
処
分
を
一
時
的
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
際
、
施
設
の
長
は
当
該
一
時
処
分
に
つ
い
て
遅
滞
な
く
情
報
を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
三
項
）。

本
件
異
議
申
立
人
は
、
元
々
州
福
祉
連
盟
の
施
設
で
あ
っ
て
、
民
営
化
後
に
州
と
委
託
契
約
を
結
ん
だ
病
院114

）に
入
院
し
、
攻
撃
的
発
作
を

原
因
と
し
て
二
〇
〇
八
年
八
月
に
強
制
的
に
拘
禁
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
者
で
あ
る
。
異
議
申
立
人
は
、
上
述
し
た
執
行
法
五
条
三
項
に
つ

（法政研究84-２- ）130 368

論 説



い
て
、
高
権
的
権
限
の
行
使
を
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
公
務
員
に
限
定
す
る
基
本
法
三
三
条
四
項115

）と
二
〇
条
二
項
の
両
方
に
違
反
す
る
こ

と
を
主
張
し
た
。

２

判
旨
の
検
討

（
１
）
一
般
論
｜
従
来
の
判
断
枠
組
の
拡
充

本
判
決
の
意
義
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
委
任
に
対
す
る
民
主
政
原
理
の
要
請
の
具
体
的
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
あ
る
。
本

判
決
は
ま
ず
、
三
判
決
等
を
参
照
し
つ
つ
、
基
本
法
二
〇
条
二
項
の
民
主
政
原
理
が
決
定
の
性
格
を
有
す
る
職
務
上
の
す
べ
て
の
活
動
に
対

し
て
民
主
的
正
統
化
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
当
該
活
動
は
国
民
の
意
思
へ
と
還
元
可
能
で
あ
り
、
ま
た
国
民
に
対
し
て
責
任

を
負
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
そ
の
う
え
で
、
以
上
の
民
主
政
原
理
の
理
解
が
私
人
へ
の
権
限
の
委
任
に

対
し
、

任
務
の
実
現
に
対
す
る
議
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
可
能
性
が
尚
も
損
な
わ
れ
な
い
こ
と
」
を
要
求
す
る
、
と
判
示
す
る
。

委
任
に

お
い
て
、
議
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
特
別
の
意
義
を
有
す
る
。
と
い
う
の
も
、
私
人
へ
の
委
任
は
高
権
的
任
務
に
対
す
る
国
家
責
任
か
ら
の

逃
避
を
許
す
も
の
で
は
な
い
た
め
で
あ
る
」。
立
法
者
は
、
自
ら
の
定
め
た
枠
の
下
で
委
任
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
か
か
る
責
任
が
実

際
上
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

秩
序
あ
る
任
務
の
遂
行
に
つ
い
て
の
国
家
の
保
障
責
任
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
議
会
に
対

し
て
も
、
し
か
る
べ
き
監
視
義
務
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
民
主
的
な
正
統
化
連
関
は
、
こ
う
し
た
監
視
義
務
の
実
現
が
妨
げ
ら
れ
て
い

な
い
場
合
に
の
み
、
維
持
さ
れ
続
け
る116

）」。

続
い
て
本
判
決
は
、
具
体
的
な
審
査
手
法
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
判
断
枠
組
を
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、

人
的
な
観
点
に
お
い
て
は
、

高
権
的
決
定
は
、
当
該
決
定
を
行
う
者
の
選
任
が
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
正
統
化
の
連
鎖
に
よ
っ
て
国
民
へ
と
還
元
さ
れ
う
る
場
合
に
正
統

化
さ
れ
る
。
事
項
的
｜
内
容
的
正
統
化
は
、
法
律
に
よ
る
拘
束
及
び
政
府
の
指
図
及
び
指
揮
命
令
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
。
人
的
正
統
化
と

事
項
的
｜
内
容
的
正
統
化
は
、
総
体
と
し
て
一
定
の
正
統
化
の
水
準
に
達
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
相
補
的
な
関
係
に
あ
る
。
正
統
化
の

（84-２- ）369 131

判例理論としての民主的正統化論（田代）



水
準
は
、
問
題
と
な
る
決
定
の
基
本
権
に
抵
触
す
る
強
度
が
増
せ
ば
増
す
ほ
ど
、
よ
り
一
層
高
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い117

）」。

以
上
の
一
般
論
は
、
三
判
決
で
示
さ
れ
た
従
来
の
判
断
枠
組
を
ベ
ー
ス
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
三
判
決
と
比
較
し
た
際
、
上
記
判

示
に
は
次
の
二
点
の
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
つ
は
、
事
項
的
｜
内
容
的
正
統
化
が
「
法
律
に
よ
る
拘
束
及
び
政

府
の
指
図
並
び
に
指
揮
命
令
へ
の
拘
束
」
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
事
項
的
｜
内
容
的
正

統
化
が
媒
介
さ
れ
る
こ
と
自
体
は
、B

o
ck
en
fo
rd
e

が
定
式
化
し
て
以
降
、
学
説
上
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た118

）。
一
方
判
例
上
は
、
事
項
的

｜
内
容
的
正
統
化
の
具
体
的
な
媒
介
方
法
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
明
確
に
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た119

）。
こ
の
点
、
本
判
決
の
上
記
判
示
に
よ
り
、

人
的
正
統
化
の
み
な
ら
ず
事
項
的
｜
内
容
的
正
統
化
の
観
点
か
ら
も
審
査
を
行
う
前
提
が
整
っ
た
と
い
え
る
。

い
ま
一
つ
は
、
正
統
化
の
水
準
の
判
断
基
準
が
示
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

正
統
化
の
水
準
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
方
法
で
判
断
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
明
確
な
基
準
が
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
判
決
の
か
か
る
判
示
に
よ
っ
て
、
正
統
化
の
水
準
の
判
断

基
準
が
一
応
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う120

）。

（
２
）
具
体
的
判
断
｜
｜
施
設
職
員
の
人
的
正
統
化

以
上
の
一
般
論
を
踏
ま
え
、
本
判
決
は
施
設
の
長
や
そ
の
代
理
人
、
医
師
、
そ
の
他
職
員
が
い
ず
れ
も
人
的
に
正
統
化
さ
れ
て
い
る
こ
と121

）、

任
務
の
遂
行
に
必
要
な
指
揮
命
令
権
限
が
執
行
法
お
よ
び
本
件
委
託
契
約
上
十
分
に
規
律
さ
れ
て
い
る
こ
と122

）を
も
っ
て
、
執
行
法
五
条
三
項

に
基
づ
く
決
定
が
一
定
の
正
統
化
の
水
準
を
備
え
て
い
る
と
結
論
付
け
た123

）。
異
議
申
立
人
は
①
監
督
官
庁
が
施
設
の
職
員
の
選
任
に
つ
い
て

影
響
力
を
有
し
て
い
な
い
た
め
に
人
的
正
統
化
が
欠
け
て
い
る
こ
と
、
②
職
員
の
権
力
的
活
動
に
対
す
る
専
門
監
督
が
十
分
に
な
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ま
た
執
行
法
五
条
三
項
の
規
定
が
不
明
確
で
あ
る
が
ゆ
え
に
事
項
的
｜
内
容
的
正
統
化
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
も
の

の124
）、

い
ず
れ
に
つ
い
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

か
か
る
判
示
の
う
ち
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
施
設
職
員
の
人
的
正
統
化
に
つ
い
て
の
判
断
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
判
決
は
、
施
設
の
長
及

び
そ
の
代
理
人
並
び
に
統
率
の
役
割
を
持
つ
そ
の
他
の
医
師
は
ラ
ン
ト
福
祉
連
盟
の
職
員
と
し
て
人
的
に
正
統
化
さ
れ
て
い
る
と
し
つ
つ
も
、

（法政研究84-２- ）132 370
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こ
の
こ
と
は
施
設
の
職
員
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
、
と
し
た
。
し
か
し
続
け
て
、
本
件
委
託
契
約
が
施
設
の
長
に
当
該
職
員
の
人
事
に
つ
い

て
の
提
案
権
等
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
当
該
職
員
は
な
お
も
人
的
正
統
化
の
連
関
の
中
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
、
と
判
示
し
た125

）。
先

述
し
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
外
国
人
選
挙
権
判
決
や
共
同
決
定
判
決
で
は
、
人
的
正
統
化
の
媒
介
方
法
と
し
て
、
職
務
担
当
者
の
個
別
的
な
選
任

が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
対
し
て
本
判
決
は
、
人
事
に
つ
い
て
の
提
案
権
で
足
る
と
し
て
い
る
点
で
、
比
較
的
柔
軟
な
判
断
を
行
っ
て
い
る
と

評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
２
節

映
画
助
成
判
決

二
つ
目
は
、
決
定
権
限
を
有
す
る
合
議
制
機
関
の
民
主
的
正
統
化
が
問
題
と
な
っ
た
二
〇
一
四
年
一
月
二
八
日
の
判
決
で
あ
る
（
以
下

「
映
画
助
成
判
決
」
と
呼
ぶ126

））。

１

事
案
の
概
要

ド
イ
ツ
で
は
従
来
よ
り
、
映
画
（F

ilm

）
に
対
す
る
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
振
興
策
と
し
て
、
映
画
助
成
法
（F

ilm
fo
rd
eru

n
g
sg
esetz

（
以
下
「
助
成
法127

）」
と
呼
ぶ
））
に
基
づ
く
助
成
が
行
わ
れ
て
い
る
。
制
度
の
運
営
主
体
は
公
法
上
の
社
団
で
あ
る
映
画
助
成
協
会
（F

ilm
-

fo
rd
eru

n
g
sa
n
sta
lt

（
Ｆ
Ｆ
Ａ
））
で
あ
り
、
助
成
の
原
資
は
映
画
制
作
業
者
や
映
画
館
等
の
映
画
産
業
界
関
係
者
か
ら
徴
収
さ
れ
る
映
画

賦
課
金
（F
ilm

a
b
g
a
b
e

）
で
あ
る
。
賦
課
金
の
対
象
や
額
の
算
定
方
法
、
助
成
の
手
続
や
対
象
等
は
、
助
成
法
に
よ
っ
て
詳
細
に
規
定
さ

れ
て
い
る
。

助
成
法
に
よ
れ
ば
、
Ｆ
Ｆ
Ａ
の
機
関
は
代
表
（V

o
rsta

n
d

）、
理
事
会
（P

ra
sid
iu
m

）、
評
議
会
（V

erw
a
ltu
n
g
sra

t

）
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
評
議
会
は
Ｆ
Ｆ
Ａ
の
主
要
な
意
思
決
定
機
関
で
あ
り128

）、
所
轄
の
連
邦
行
政
庁
に
よ
っ
て
任
用
さ
れ
た
三
三
名
の
構
成
員
か
ら
成
る

（84-２- ）371 133
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（
本
件
当
時129

））。
理
事
会
は
代
表
の
活
動
の
監
視
を
主
な
任
務
と
し
て
お
り
、
九
名
の
理
事
か
ら
構
成
さ
れ
る130

）。
Ｆ
Ｆ
Ａ
の
事
務
を
統
率
し
、

ま
た
Ｆ
Ｆ
Ａ
を
裁
判
上
お
よ
び
裁
判
外
で
代
表
す
る
代
表
は
、
理
事
会
の
提
案
に
基
づ
き
、
評
議
会
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
者
一
名
か
ら
構

成
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
Ｆ
Ｆ
Ａ
に
は
常
設
の
委
員
会
と
し
て
授
与
委
員
会
（V

erg
a
b
ek
o
m
m
issio

n

）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
授
与
委
員
会
と

は
、
例
え
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
映
画
助
成
等
、
評
価
的
要
素
を
伴
う
主
要
な
助
成
活
動
を
行
う
機
関
で
あ
り
（
七
条
一
項
二
文
、
比
較
的
重
要

度
の
低
い
決
定
権
限
は
、
六
四
条
二
項
に
よ
り
代
表
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
）、
本
件
当
時
は
一
一
名
の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
内
訳
は
、
連
邦
議
会
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
者
、
所
轄
の
上
級
連
邦
行
政
庁
に
指
名
さ
れ
た
者
、
公
法
上
の
放
送
局
か
ら
指
名
さ
れ
た

者
各
一
名
と
、
非
国
家
的
な
団
体
な
い
し
社
団
か
ら
指
名
さ
れ
た
者
八
名
で
あ
る
（
八
条
一
項131

））。
評
議
会
の
よ
う
に
構
成
員
を
連
邦
行
政

庁
が
任
用
す
る
旨
の
規
定
は
、
授
与
委
員
会
に
つ
い
て
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
授
与
委
員
会
は
、
助
成
の
部
門
ご
と
に
少
な
く
と
も
五
人
以

上
の
委
員
か
ら
成
る
小
委
員
会
（U

n
terk

o
m
m
issio

n

）
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
八
ａ
条
）。

本
件
の
主
た
る
争
点
は
当
初
、
Ｆ
Ｆ
Ｇ
に
よ
る
補
助
事
業
が
文
化
に
関
す
る
ラ
ン
ト
の
専
属
的
立
法
権
限
（
い
わ
ゆ
る
「
文
化
高
権
」）

を
侵
害
し
て
い
る
か
否
か
、
同
法
の
映
画
賦
課
金
に
関
す
る
規
定
が
基
本
法
一
〇
四
ａ
条
以
下
の
い
わ
ゆ
る
「
財
政
憲
法
」
に
適
合
し
て
い

る
か
否
か132

）、
の
二
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
件
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
持
ち
込
ま
れ
る
際
に
、
Ｆ
Ｆ
Ａ
に
よ
る
賦
課
金
徴
収
お
よ
び
助
成

決
定
が
基
本
法
二
〇
条
二
項
に
適
合
し
て
い
る
か
否
か
、
と
い
う
こ
と
も
問
題
と
さ
れ
た
。

２

判
旨
の
検
討

（
１
）
一
般
論
｜
従
来
の
裁
判
例
の
総
括

本
判
決
も
精
神
病
院
判
決
と
同
様
、
ま
ず
三
判
決
で
示
さ
れ
た
従
来
の
判
断
枠
組
を
示
す133

）。
一
方
、
本
判
決
で
特
筆
す
べ
き
は
、
続
け
て

直
接
的
国
家
行
政
お
よ
び
市
町
村
自
治
行
政
以
外
の
組
織
形
態
に
お
け
る
民
主
的
正
統
化
の
判
断
枠
組
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
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ち
、

直
接
的
国
家
行
政
お
よ
び
対
象
と
す
る
任
務
に
制
限
の
な
い
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
自
治
行
政
と
は
別
に
、
民
主
政
原
則
は
、
と
り
わ
け
途

切
れ
る
こ
と
の
な
い
人
的
な
正
統
化
、
す
な
わ
ち
選
挙
及
び
選
任
行
為
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
民
主
的
正
統
化
の
要
請
か
ら
逸
脱
す
る
よ
う

な
組
織
お
よ
び
国
家
権
力
の
行
使
の
諸
形
態
が
存
在
す
る
余
地
を
認
め
て
い
る134

）。
そ
れ
に
応
じ
て
、
機
能
的
自
治
行
政
の
領
域
に
つ
い
て
は
、

こ
う
し
た
人
的
正
統
化
の
要
請
か
ら
逸
脱
す
る
、
公
的
任
務
の
実
現
に
利
害
関
係
者
が
関
与
す
る
形
式
が
、
次
の
こ
と
を
考
慮
し
て
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
心
的
な
、
全
体
国
民
へ
と
還
元
す
る
正
統
化
連
関
の
緩
和
は
、
同
様
に
自
己
決
定
の
思
考
に
根
差
し
て
お

り
、
し
た
が
っ
て
民
主
政
原
理
に
根
差
す
自
治
行
政
及
び
自
律
の
諸
原
則
の
よ
り
強
い
妥
当
（ein sta

rk
erer Z

u
rg
eltu

n
g
b
rin
g
en

）
に

よ
っ
て
調
整
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る135

）。
機
能
的
自
治
行
政
と
は
別
の
と
こ
ろ
で
も
、
事
柄
に
即
し
た
実
効
的
な
任
務
の
実
現
の
た
め

に
、
完
全
な
人
的
正
統
化
の
規
制
要
請
か
ら
の
限
定
的
な
逸
脱
は
許
容
さ
れ
る136

）。
選
挙
お
よ
び
選
任
行
為
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
、
そ
し
て
全

体
国
民
へ
と
還
元
さ
れ
る
人
的
正
統
化
の
連
関
へ
の
結
び
つ
け
が
緩
和
さ
れ
る
か
否
か
、
さ
れ
る
と
し
て
そ
れ
は
ど
の
程
度
か
、
と
い
う
問

題
は
、
平
等
に
反
す
る
形
で
の
個
別
利
益
の
優
遇
で
は
な
く
、
公
益
を
志
向
し
、
ま
た
利
害
関
係
者
の
平
等
な
考
慮
に
裏
打
ち
さ
れ
た
任
務

の
実
現
が
制
度
上
の
安
全
措
置
に
よ
り
可
能
と
さ
れ
、
ま
た
保
障
さ
れ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
も
依
存
す
る137

）。
加
え
て
、
立
法
者
が

そ
の
よ
う
な
緩
和
を
意
図
し
て
い
る
場
合
に
は
、
任
務
の
実
現
に
対
し
て
議
会
が
監
視
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ぼ
す
機
会
が
尚
も
損
な
わ
れ

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い138

）」。

以
上
の
判
示
は
、
一
方
で
三
判
決
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
他
方
で
水
利
組
合
決
定
・
精
神
病
院
判
決
を
基
に
こ
れ
を
拡
充
す
る
試
み
と
し

て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う139

）。

（
２
）
具
体
的
判
断
｜
｜
授
与
委
員
会
の
民
主
的
正
統
化

以
上
の
一
般
論
を
踏
ま
え
て
本
判
決
は
、
代
表
に
よ
る
賦
課
金
決
定140

）、
代
表
に
よ
る
助
成
決
定141

）、
授
与
委
員
会
に
よ
る
助
成
決
定142

）の
い
ず

れ
も
が
十
分
な
程
度
の
民
主
的
正
統
化
を
媒
介
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
助
成
法
の
諸
規
定
は
基
本
法
二
〇
条
二
項
に
違
反
し
な
い
、
と

し
た
。
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こ
の
う
ち
前
二
者
に
つ
い
て
は
、
本
判
決
は
人
的
正
統
化
と
事
項
的
｜
内
容
的
正
統
化
の
両
方
か
ら
正
統
化
の
水
準
を
判
断
す
る
と
い
う
、

従
来
型
の
判
断
を
行
っ
て
い
る143

）。
一
方
特
筆
す
べ
き
は
、
授
与
委
員
会
の
決
定
に
対
す
る
判
断
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
判
決
は
、
構
成
員
の

大
部
分
に
つ
い
て
人
的
に
正
統
化
さ
れ
た
決
定
の
担
い
手
に
よ
る
選
任
な
い
し
任
命
が
予
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
代
表
を
派
遣
す
る
権
限
を
持

つ
各
団
体
に
任
命
の
決
定
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
こ
と
を
根
拠
に
、
一
旦
は
授
与
委
員
会
に
よ
る
（
一
部
下
位
の
委
員
会
に
移
譲
さ
れ
得
る
）
決

定
が
人
的
正
統
化
を
十
分
に
媒
介
し
て
い
な
い
と
す
る144

）。
し
か
し
そ
れ
に
続
け
て
、
か
か
る
人
的
正
統
化
の
欠
損
は
、
授
与
委
員
会
に
よ
る

決
定
が
「
創
造
的
｜
芸
術
家
的
な
質
（k

rea
tiv
-k
u
n
stlerisch

e Q
u
a
lita

t

）」
の
判
断
に
結
び
付
く
性
質
を
有
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
十

分
に
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
す
る145

）。

か
か
る
判
示
は
、
人
的
正
統
化
の
欠
損
が
「
決
定
の
性
質
」
と
い
う
民
主
政
原
理
の
外
に
あ
る
事
項
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
得
る
こ
と
を

示
し
た
例
と
し
て
、
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
点
、
当
該
判
示
部
分
で
参
照
さ
れ
る
一
九
九
〇
年
一
一
月
二
七
日
の
決
定146

）は
、
連
邦
審
査
局

（

147
）

B
u
n
d
esp

ru
fstelle

）
に
よ
る
図
書
の
有
害
出
版
物
リ
ス
ト
登
録
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
の
決
定
で
あ
る
。
同
決
定
で
は
、
公
法
上
の
勤

務
関
係
・
忠
誠
関
係
に
な
い
者
が
構
成
員
の
多
数
を
占
め
る
連
邦
審
査
局
に
決
定
権
限
を
委
託
す
る
こ
と
が
基
本
法
三
三
条
四
項
に
違
反
し

な
い
旨
を
判
断
す
る
文
脈
で
、
プ
レ
ス
の
自
由
お
よ
び
芸
術
の
自
由
に
関
係
す
る
諸
々
の
決
定
は
可
能
な
限
り
あ
る
程
度
国
家
か
ら
離
れ
た

と
こ
ろ
で
、
多
元
的
な
意
見
の
形
成
に
基
づ
き
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た148

）。
本
判
決
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
考
慮
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
以
上
の
判
示
に
続
け
て
本
判
決
は
「
枠
と
な
る
諸
条
件
は
、
法
律
上
の
諸
規
定
が
志
向
さ
れ
、
ま
た
特
殊
利
益
の
有
利
に
な
る
よ

う
歪
曲
さ
れ
な
い
決
定
の
実
践
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
な
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
」、
と
し
、
①
授
与
委
員
会
が
「
利
害
関
係
者
集
団
の
代

表
（d
ie R

ep
ra
sen

ta
tio
n ein

es K
o
llek

tiv
s B

etro
ffen

er

）」
で
は
な
く
、
法
律
上
の
基
準
を
可
能
な
限
り
最
善
の
形
で
変
換
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
構
想
さ
れ
た
合
議
制
の
決
定
委
員
会
で
あ
る
こ
と149

）、
ま
た
②
同
委
員
会
内
で
特
定
の
利
益
の
優
遇
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る150

）。
こ
の
判
示
が
上
述
し
た
一
般
論
や
人
的
正
統
化
に
つ
い
て
の
判
示
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
、
判
旨
か
ら
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は
い
ま
一
つ
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
人
的
正
統
化
の
不
完
全
で
あ
る
授
与
委
員
会
が
民
主
政
原
理
に
違
反
し
な
い
根

拠
と
し
て
こ
れ
ら
要
素
が
考
慮
さ
れ
た
こ
と
は
、
上
述
し
た
決
定
の
性
質
の
考
慮
と
並
ぶ
柔
軟
な
判
断
と
し
て
意
義
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。

第
３
節

検
討

以
上
、
水
利
組
合
決
定
以
降
に
出
さ
れ
た
裁
判
例
の
う
ち
、
主
要
な
二
つ
の
判
決
（
精
神
病
院
判
決
・
映
画
助
成
判
決
）
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
た
。
続
い
て
、
両
判
決
が
一
九
九
〇
年
代
の
三
判
決
お
よ
び
水
利
組
合
決
定
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

１

精
神
病
院
判
決

先
述
の
通
り
精
神
病
院
判
決
は
、
人
的
正
統
化
と
事
項
的
｜
内
容
的
正
統
化
両
面
か
ら
正
統
化
の
水
準
を
判
断
す
る
、
と
い
う
従
来
の
判

断
枠
組
に
従
っ
た
判
断
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た151

）。
そ
の
点
で
同
判
決
は
、
専
ら
三
判
決
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
水
利
組
合

決
定
に
依
拠
し
な
か
っ
た
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
同
判
決
は
行
政
庁
に
よ
る
私
人
へ
の
権
限
の
委
任
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
り
、
人
的
正
統
化
を
有
さ
な
い
構
成
員
か
ら

成
る
団
体
が
決
定
権
限
を
有
す
る
機
能
的
自
治
行
政
と
は
、
問
題
と
な
っ
た
制
度
が
大
き
く
異
な
る152

）。
ま
た
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
病
院

は
も
と
も
と
州
福
祉
連
盟
の
施
設
で
あ
り
、
当
該
施
設
の
長
等
は
民
営
化
後
も
連
盟
の
職
員
で
あ
っ
た153

）。
そ
の
点
で
本
件
は
、
人
的
正
統
化

の
思
考
枠
組
に
比
較
的
な
じ
み
や
す
か
っ
た
事
案
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う154

）。
以
上
の
点
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
精
神
病
院
判
決
は
そ
も
そ

も
水
利
組
合
決
定
の
射
程
外
に
あ
る
も
の
と
位
置
づ
け
る
の
が
適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る155

）。
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２

映
画
助
成
判
決

（
１
）
映
画
助
成
判
決
の
位
置
づ
け

対
し
て
映
画
助
成
判
決
は
、

基
本
法
二
〇
条
二
項
は
直
接
的
国
家
行
政
お
よ
び
市
町
村
自
治
以
外
の
領
域
と
は
別
に
人
的
正
統
化
の
連

鎖
か
ら
逸
脱
す
る
組
織
の
存
在
を
許
容
し
て
い
る
」
と
い
う
水
利
組
合
決
定
の
判
示
を
出
発
点
に
判
断
枠
組
を
拡
張
す
る
等156

）、
一
応
は
水
利

組
合
決
定
の
判
示
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
具
体
的
判
断
は
、
①
授
与
委
員
会
が
「
利
害
関
係
者
集
団
の
代
表
」
で
は
な
く
法
律

上
の
基
準
を
可
能
な
限
り
最
善
の
形
で
変
換
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
構
想
さ
れ
た
合
議
制
の
決
定
委
員
会
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
②
同
委
員

会
内
で
特
定
の
利
益
の
優
遇
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
お
り157

）、
水
利
組
合
決
定
と
同
じ
よ
う
な
趣
旨
の
判
断
を
示

し
て
い
る158

）。

し
か
し
そ
の
一
方
で
同
判
決
は
、
Ｆ
Ｆ
Ａ
に
よ
る
賦
課
金
決
定
と
代
表
に
よ
る
助
成
決
定
に
つ
い
て
、
人
的
正
統
化
と
事
項
的
｜
内
容
的

正
統
化
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
一
定
の
正
統
化
の
水
準
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
を
判
断
す
る
、
と
い
う
従
来
の
判
断
枠
組
に
則
っ
た
審
査
を

行
っ
て
い
た159

）。
ま
た
授
与
委
員
会
に
よ
る
決
定
に
つ
い
て
も
、
な
お
も
人
的
正
統
化
の
観
点
に
立
脚
し
た
判
断
を
行
っ
て
お
り160

）、
水
利
組
合

決
定
の
よ
う
に
構
成
員
に
対
す
る
人
的
正
統
化
の
要
請
を
完
全
に
放
棄
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
映
画
助
成
判
決
は
、
論
旨
が
や
や
錯
綜
し
て
お
り
、
従
来
の
裁
判
例
と
の
関
係
が
い
ま
ひ
と
つ
不
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
人

的
正
統
化
が
手
が
か
り
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、
同
判
決
も
ま
た
結
局
の
と
こ
ろ
、
精
神
病
院
判
決
と
同
様
、
三
判
決
に
依
拠
し

た
も
の
と
解
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る161

）。

（
２
）
水
利
組
合
決
定
と
の
関
係

も
っ
と
も
、
映
画
助
成
判
決
が
水
利
組
合
決
定
の
判
断
枠
組
を
踏
襲
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
残
る
。
す
な

わ
ち
、
映
画
助
成
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
Ｆ
Ｆ
Ａ
は
、
映
画
振
興
政
策
の
利
害
関
係
者
が
各
機
関
の
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
点
で
、
機
能
的

自
治
行
政
と
の
間
に
一
定
の
構
造
上
の
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
授
与
委
員
会
は
、
各
業
界
団
体
の
代
表
が
行
政
庁
の
任
命
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を
介
さ
ず
構
成
員
と
な
っ
て
お
り162

）、
機
能
的
自
治
行
政
の
組
織
構
造
と
相
当
程
度
類
似
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
本
件
事

案
に
つ
い
て
判
断
を
行
う
に
あ
た
り
、
水
利
組
合
決
定
で
示
さ
れ
た
機
能
的
自
治
行
政
の
判
断
枠
組
を
用
い
る
余
地
が
十
分
に
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か163

）。
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
判
決
が
水
利
組
合
決
定
の
判
断
枠
組
を
用
い
な
か
っ
た
の
は
、
如
何
な
る
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か164

）。

こ
の
点
で
着
目
す
べ
き
は
、
同
判
決
が
授
与
委
員
会
を
「
利
害
関
係
者
の
代
表
機
関
」
と
は
異
な
る
も
の
と
解
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
本
判
決
は
授
与
委
員
会
に
つ
い
て
、
利
害
関
係
者
の
代
表
機
関
で
は
な
く
専
門
的
知
識
お
よ
び
諸
利
益
の
活
用
を
目
的
と
し
た
合

議
制
機
関
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た165

）。
こ
の
こ
と
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
水
利
組
合
決
定
の
射
程
を
画
す
る
基
準
と

し
て
「
利
害
関
係
」
の
概
念
に
着
目
し
て
お
り
、
ま
た
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
映
画
助
成
判
決
は
水
利
組
合
決
定
の
射
程
外
と
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
る
。

第
４
節

本
章
の
ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
、
水
利
組
合
決
定
以
降
に
出
さ
れ
た
二
つ
の
裁
判
例
は
、
い
ず
れ
も
基
本
的
に
は
三
判
決
で
示
さ
れ
た
従
来
の
判
断
枠
組

に
依
拠
し
つ
つ
、
こ
れ
を
具
体
化
な
い
し
柔
軟
化
す
る
こ
と
で
各
々
の
事
案
に
対
処
す
る
、
と
い
う
方
向
性
を
と
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

そ
の
点
に
お
い
て
、
人
的
正
統
化
の
偏
重
や
判
断
の
硬
直
性
と
い
っ
た
一
九
九
〇
年
代
の
三
判
決
に
対
す
る
批
判166

）は
、
両
判
決
に
は
も
は
や

妥
当
し
得
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
上
記
の
考
察
を
踏
ま
え
れ
ば
、
水
利
組
合
決
定
の
う
ち
人
的
正
統
化
を
要
件
と
し
な
い
判
断
枠
組

を
示
し
た
部
分
の
射
程
は
、
あ
る
程
度
限
定
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
か
ん
が
み
て
も
、
同
決
定
が
三
判
決
を
変
更
し
た
と
ま
で
考

え
る
の
は
、
や
や
早
計
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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第
４
章

総
括
｜
｜
判
例
理
論
と
し
て
の
民
主
的
正
統
化
論

以
上
、
主
要
な
裁
判
例
を
時
系
列
に
沿
っ
て
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ら
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
本
章
で
は
ま
ず
裁
判
例

に
お
け
る
民
主
的
正
統
化
論
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
（
第
１
節
）。
そ
し
て
そ
の
上
で
、
判
例
理
論
の
内
容
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を

行
う
（
第
２
節
）。第

１
節

判
例
理
論
の
全
体
像

前
章
ま
で
の
検
討
を
ま
と
め
る
と
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、

す
べ
て
の
国
家
権
力
の
行
使
は
、
国
民
の
意
思
へ
と
還
元
可
能
で
あ
り
、

ま
た
国
民
に
対
し
て
責
任
を
負
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
民
主
政
の
理
解
を
出
発
点
と
し
て
、
一
方
で
は
三
判
決
で
示
し
た

従
来
の
判
断
枠
組
を
基
本
形
と
し
て
維
持
し
つ
つ
、
他
方
で
機
能
的
自
治
行
政
に
は
人
的
正
統
化
を
要
件
と
し
な
い
特
別
の
判
断
枠
組
を
用

い
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
裁
判
例
に
お
け
る
判
例
理
論
と
し
て
の
民
主
的
正
統
化
論
は
、
一
応

次
の
よ
う
に
定
式
化
す
る
こ
と
が
で
き
る167

）。

基
本
法
二
〇
条
二
項
の
規
定
す
る
民
主
政
原
理
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
国
家
権
力
の
行
使
は
、
国
民
の
意
思
へ
と
還
元
可
能
で
あ
り
、

ま
た
国
民
に
対
し
て
責
任
を
負
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
い
う
「
国
家
権
力
の
行
使
」
と
は
決
定
の
性
格
を
有
す
る
職
務
上

の
す
べ
て
の
行
為
で
あ
り
、
ま
た
「
国
民
」
と
は
ド
イ
ツ
国
籍
保
持
者
の
総
体
と
し
て
の
国
民
で
あ
る
。
ラ
ン
ト
・
ク
ラ
イ
ス
・
ゲ
マ
イ
ン

デ
各
レ
ベ
ル
の
「
国
民
」
も
、
同
様
に
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
家
権
力
の
行
使
が
上
記
の
意
味
に
お
い
て
民
主
的
に
正
統
化
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
、
次
の
よ
う
な
枠
組
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
制
度
的
｜
機
能
的
正
統
化
・
人
的
正
統
化
・
事
項
的
｜
内
容
的
正
統
化
と
い
う
三
つ
の
正
統
化
の
方
法
（
特
に
後
二
者
）
に
よ
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り
、
一
定
の
正
統
化
の
水
準
が
達
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
求
め
ら
れ
る
正
統
化
の
水
準
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る

決
定
が
基
本
権
に
抵
触
す
る
強
度
に
比
例
す
る
。
も
っ
と
も
、
上
記
の
方
法
の
う
ち
特
に
人
的
正
統
化
が
欠
け
た
組
織
に
つ
い
て
も
、
例
え

ば
決
定
の
性
質
を
考
慮
し
て
か
か
る
欠
損
を
正
当
化
す
る
等
、
柔
軟
な
判
断
が
な
さ
れ
得
る
。

一
方
、
利
害
関
係
者
の
代
表
機
関
た
る
機
能
的
自
治
行
政
に
つ
い
て
は
、
上
記

と
は
別
の
判
断
枠
組
が
用
い
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

機
能
的
自
治
行
政
と
民
主
政
は
、
自
己
決
定
と
い
う
同
じ
根
源
を
有
す
る
と
い
う
点
で
、
相
補
的
関
係
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
立
法
者
に
は
、

一
定
の
限
界
の
下
、
機
能
的
自
治
行
政
を
設
立
し
国
家
の
任
務
を
委
ね
る
立
法
上
の
余
地
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
際
、
名
宛
人
が
構
成

員
か
第
三
者
か
を
問
わ
ず
、
拘
束
力
を
有
す
る
決
定
を
行
う
権
限
も
委
ね
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
場
合
は
、
組
織
・
決
定

構
造
の
法
律
に
よ
る
規
律
と
人
的
正
統
化
を
有
し
た
公
務
員
に
よ
る
監
督
が
必
要
と
な
る
。

第
２
節

考
察

も
っ
と
も
、
上
記
の
よ
う
な
判
例
理
論
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
点
も
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

１

機
能
的
自
治
行
政
に
関
す
る
判
断
枠
組
を
め
ぐ
る
諸
問
題

ま
ず
、
上
記

の
判
断
枠
組
に
つ
い
て
。
こ
の
判
断
枠
組
に
つ
い
て
は
、
理
論
的
整
合
性
の
問
題
（

１
））
と
、
判
断
枠
組
の
内
容
の
問

題
（

２
））
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
１
）
理
論
的
整
合
性
の
問
題

シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
｜
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
外
国
人
選
挙
権
判
決
は
、
正
統
化
の
主
体
を
ド
イ
ツ
国
籍
保
持
者
の
総
体
た
る
国
民
と
措
定
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
決
定
の
利
害
関
係
者
を
関
与
さ
せ
る
よ
う
な
民
主
政
の
理
解
を
明
示
的
に
排
除
し
て
い
た168

）。
か
か
る
理
解
は
、
民
主
政
の
基
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本
構
造
と
し
て
、
な
お
も
維
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
上
記

）。
し
か
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
公
的
任
務
の
利
害
関
係
者
か
ら
構

成
さ
れ
る
機
能
的
自
治
行
政
を
民
主
政
の
補
完
物
と
位
置
付
け
る
上
記

の
判
断
枠
組
は
、
上
述
し
た
民
主
政
の
基
本
構
造
と
そ
も
そ
も
相

容
れ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
、
水
利
組
合
決
定
は
民
主
政
も
自
治
行
政
も
同
じ
「
自
己
決
定
」
を
淵
源
と
し
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
い
ず
れ
も
「
自
由
な
秩

序
に
お
い
て
自
ら
決
定
す
る
個
人
」
と
い
う
基
本
法
一
条
一
項
の
理
念
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
両
者
の
接
合
を
試
み
て

い
た169

）。
民
主
政
と
機
能
的
自
治
が
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
理
念
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
そ
れ
自
体
は
、
確
か
に
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
問
題
は
、
こ
れ
ら
理
念
の
実
現
方
法
が
両
者
で
は
大
き
く
異
な
る
点
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
単
に
根
差
す
淵
源
が
同
じ
こ
と
を
指
摘

し
て
も
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る170

）。

ま
た
、
基
本
法
二
〇
条
二
項
が
「
原
理
」
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
こ
の
点
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
も
、
疑
問
の
生
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

連
邦
憲
法
裁
判
所
が
三
判
決
を
出
し
た
当
初
か
ら
民
主
政
原
理
を
例
外
な
き
「
ル
ー
ル
（R

eg
el

）」
と
解
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
一
定
の

範
囲
内
で
労
使
共
同
決
定
制
度
を
許
容
し
た
共
同
決
定
判
決
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る171

）。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
民
主
政
原
理
が
「
原
理
」
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
見
相
容
れ
な
い
二
つ
の
民
主
政
の
理
解
を
基
本
法
二
〇
条
二
項
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
ま
で
も
正
当
化
さ

れ
得
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
か
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
上
述
し
た
判
断
枠
組
間
の
緊
張
関
係

を
有
耶
無
耶
に
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
、
と
い
う
批
判
が
尚
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う172

）。

結
局
の
と
こ
ろ
問
題
は
、
一
方
で
直
接
的
国
家
行
政
お
よ
び
市
町
村
自
治
行
政
に
つ
い
て
は
人
的
正
統
化
と
事
項
的
｜
内
容
的
正
統
化
を

ベ
ー
ス
と
し
た
判
断
枠
組
を
用
い
つ
つ
、
他
方
で
そ
の
他
の
領
域
（
特
に
機
能
的
自
治
行
政
）
に
つ
い
て
は
人
的
正
統
化
を
要
件
と
し
な
い

判
断
枠
組
を
用
い
る
、
と
い
う
区
別
が
果
た
し
て
適
切
か
否
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う173

）。
こ
の
点
に
お
い
て
水
利
組
合
決
定

は
、
三
判
決
と
の
衝
突
を
回
避
し
た
結
果
、
理
論
的
に
や
や
説
得
力
を
欠
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る174

）。
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（
２
）
判
断
枠
組
の
内
容
の
問
題

上
記

の
判
断
枠
組
に
よ
れ
ば
、
立
法
者
に
は
機
能
的
自
治
行
政
を
創
設
す
る
余
地
が
広
く
認
め
ら
れ
て
お
り
、
第
三
者
に
対
す
る
拘
束

力
を
持
っ
た
決
定
権
限
を
同
団
体
に
付
与
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
一
方
学
説
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
団
体
の
意
思
決
定
に
参
加
で

き
な
い
第
三
者
に
と
っ
て
機
能
的
自
治
行
政
に
よ
る
決
定
は
「
自
己
決
定
」
で
は
な
く
い
わ
ば
「
他
者
決
定
（F

rem
d
b
estim

m
u
n
g

）」

で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
当
該
第
三
者
に
と
っ
て
、
機
能
的
自
治
行
政
に
よ
る
決
定
は
民
主
的
な
決
定
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る175

）。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
水
利
組
合
決
定
は
団
体
の
組
織
構
造
及
び
決
定
手
続
の
法
律
に
よ
る
規
律
と
人
的
正
統
化
を
有
す
る
者
に
よ
る
監
督

に
よ
っ
て
、
一
応
の
対
応
を
図
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る176

）。
し
か
し
か
か
る
対
応
に
つ
い
て
は
、
問
題
の
解
決
策
と
し
て
不
十
分
で
は
な
い
か
、

解
決
の
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
機
能
的
自
治
行
政
に
委
譲
す
る
任
務
を
主
と
し
て
当
該
団
体
の
構
成
員
に
の
み
関
わ
る
も
の
に
限
定
し
、
第

三
者
に
対
す
る
決
定
権
限
を
例
外
的
な
場
合
に
と
ど
め
る
か177

）、
あ
る
い
は
仮
に
か
か
る
決
定
権
限
を
認
め
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
第
三
者
の

諸
利
益
が
団
体
の
意
思
決
定
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と178

）が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
批
判
が
な
お
も
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

２

正
統
化
の
方
法
の
拡
張

次
に
、
上
記

の
判
断
枠
組
に
つ
い
て
。
人
的
正
統
化
の
過
度
な
強
調
と
い
う
三
判
決
に
対
す
る
批
判
が
精
神
病
院
判
決
・
映
画
助
成
判

決
に
お
い
て
も
は
や
克
服
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
み
た
通
り
で
あ
る179

）。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
ま
た
如
何
な
る

理
由
で
人
的
正
統
化
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
両
判
決
に
よ
っ
て
完
全
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
、

個
々
の
事
例
に
お
け
る
判
断
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
な
い
よ
う
、
人
的
正
統
化
の
緩
和
事
由
に
つ
い
て
整
理
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

特
に
問
題
と
な
る
の
が
、
効
率
性
や
有
効
性
と
い
っ
た
要
素
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
水
利
組
合
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決
定
で
は
先
述
の
通
り
、
立
法
者
は
機
能
的
自
治
行
政
の
創
設
に
よ
り
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
、
と
い
う
旨
の
判

示
が
み
ら
れ
た180

）。
ま
た
同
決
定
は
労
使
共
同
決
定
に
関
す
る
判
示
の
中
で
、
こ
れ
ら
要
素
に
つ
い
て
よ
り
踏
み
込
ん
だ
判
断
を
示
し
て
い
た

と
こ
ろ
で
あ
る181

）。
さ
ら
に
映
画
助
成
判
決
で
も
、
授
与
委
員
会
に
つ
い
て
の
判
断
の
中
で
、
同
委
員
会
が
法
律
目
的
の
達
成
の
た
め
に
専
門

的
知
識
や
諸
利
益
を
活
用
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
い
た182

）。
以
上
の
動
向
に
対
し
て
は
、

特
に
水
利
組
合
決
定
に

つ
い
て
）
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
い
わ
ゆ
る
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
正
統
化
」
の
考
え
方
を
採
用
し
た
例
と
分
析
す
る
見
解
が
見
ら
れ
る183

）。

し
か
し
第
一
に
、
両
判
決
が
本
当
に
有
効
性
や
効
率
性
と
い
っ
た
要
素
か
ら
直
ち
に
人
的
正
統
化
の
緩
和
を
導
い
て
い
る
の
か
、
い
ま
ひ

と
つ
明
ら
か
で
な
い
。
す
な
わ
ち
、
水
利
組
合
決
定
の
う
ち
機
能
的
自
治
行
政
の
創
設
に
関
す
る
判
示
部
分184

）は
、
機
能
的
自
治
行
政
を
創
設

す
る
立
法
上
の
形
成
余
地
が
立
法
者
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
文
脈
で
、
あ
く
ま
で
付
随
的
に
実
効
性
概
念
に
も
言
及
し
た
よ

う
に
も
読
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
部
分
の
み
を
も
っ
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
正
統
化
の
考
え
方
を
採
用
し
た
と
考
え
る

の
は
や
や
早
計
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
労
使
共
同
決
定
に
関
す
る
判
示
も
、
先
に
行
っ
た
共
同
決
定
判
決
と
の
比
較
を
考
慮
す
れ

ば185
）、

こ
れ
が
ど
こ
ま
で
の
射
程
を
持
つ
も
の
な
の
か
定
か
で
は
な
い
。
さ
ら
に
映
画
助
成
判
決
の
上
記
判
示
も
、
人
的
正
統
化
を
緩
和
す
る

根
拠
と
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
ま
た
別
の
判
断
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
判
決
の
み
か
ら
で
は
不
明
確
で
あ
る186

）。

ま
た
第
二
に
、
仮
に
有
効
性
や
効
率
性
を
人
的
正
統
化
の
緩
和
要
素
と
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
組
織
・
決
定
構
造

が
実
際
に
正
当
化
さ
れ
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
水
利
組
合
決
定
で
は
労
使
共
同
決
定
の
制
度
が
組
合
の
任
務
遂
行
の
有
効
性
を
向
上
す
る
も

の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
か
か
る
評
価
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
学
説
上
異
論
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る187

）。

以
上
の
点
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
要
素
を
人
的
正
統
化
の
欠
損
の
正
当
化
事
由
と
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
少
な
く
と
も
、

基
本
法
二
〇
条
二
項
と
の
関
係
に
お
け
る
理
論
的
な
意
義188

）と
、
個
別
の
制
度
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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３

判
断
枠
組
の
射
程
の
問
題

最
後
に
、
上
記

と

の
判
断
枠
組
の
如
何
な
る
基
準
に
基
づ
き
使
い
分
け
る
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
。
先
述
の
通
り
、
連
邦

憲
法
裁
判
所
は
使
い
分
け
の
基
準
と
し
て
「
利
害
関
係
者
の
代
表
機
関
」
で
あ
る
か
否
か
、
と
い
う
基
準
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
助
成
対
象
た
る
映
画
産
業
関
係
者
が
構
成
員
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
Ｆ
Ｆ
Ａ
の
諸
機
関
も
ま
た
「
利
害
関
係
者
の
代

表
機
関
」
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
難
い
。
こ
の
点
、
仮
に
両
判
断
枠
組
を
維
持
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
如
何
な
る
意
味
で

「
利
害
関
係
（B

etro
ffen

h
eit

）」
の
概
念
を
用
い
て
い
る
の
か
、
よ
り
詳
細
な
説
示
が
必
要
で
あ
ろ
う189

）。

第
３
節

総
括

以
上
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
理
論
の
全
体
像
を
示
し
、
理
論
的
な
検
討
を
行
っ
た
。
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
一

方
で
一
九
九
〇
年
代
の
三
判
決
で
示
さ
れ
た
判
断
枠
組
を
（
一
定
の
柔
軟
性
を
も
っ
て
）
維
持
し
つ
つ
（
上
記

）、
他
方
で
利
害
関
係
者

の
代
表
機
関
た
る
機
能
的
自
治
行
政
に
つ
い
て
は
新
た
な
判
断
枠
組
を
確
立
し
て
い
る
（
上
記

）、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
前
節
で
の
検
討
に
よ
り
、
か
か
る
判
例
理
論
に
は
幾
つ
か
の
点
で
検
討
・
改
善
の
余
地
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

と
り
わ
け
、
上
記

の
判
断
枠
組
が
理
論
的
整
合
性
や
第
三
者
に
対
す
る
対
応
の
面
で
問
題
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
見
た
通
り
で
あ

る
。
こ
の
点
、
判
例
理
論
全
体
の
整
合
性
を
考
え
れ
ば
、
機
能
的
自
治
行
政
に
つ
い
て
も
従
来
の
判
断
枠
組
（
上
記

）
が
用
い
ら
れ
た
う

え
で
、
人
的
正
統
化
の
欠
損
を
正
当
化
し
得
る
ほ
ど
の
事
由
が
存
在
か
否
か
の
判
断
が
個
別
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か190

）。
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お

わ

り

に

以
上
、
本
稿
で
は
主
要
な
裁
判
例
を
手
掛
か
り
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
裁
判
例
で
示
さ
れ
た
判
例
理
論
と
し
て
の
民
主
的
正
統
化
論
の

全
体
像
を
示
し
、
理
論
的
な
検
討
を
試
み
た
。

本
稿
の
考
察
に
よ
り
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
採
用
す
る
民
主
的
正
統
化
論
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
、
さ
し
あ
た
り
示
す
こ
と
が

で
き
た
。
併
せ
て
、
水
利
組
合
決
定
の
位
置
づ
け
や
問
題
点
に
つ
い
て
も
、
本
稿
の
考
察
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
筆
者
の
も
と
も
と
の
問
題
意
識
で
あ
る
「
ド
イ
ツ
公
法
学
に
お
け
る
民
主
的
正
統
化
論
の
内
容
整
理
」
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
本
稿
の
成
果
を
さ
ら
に
学
説
上
の
議
論
と
比
較
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
裁
判
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
部
と
は
い
え
民
主
的
正
統
化
論
の
具
体
的
な
問
題
状
況
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
機
能
的

自
治
行
政
の
み
な
ら
ず
、
権
限
の
委
任
や
合
議
制
機
関
の
編
成
等
に
つ
い
て
も
同
理
論
が
問
題
に
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
は
、
わ
が
国
の
行

政
法
学
で
も
十
分
に
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
わ
が
国
に
お
け
る
類
似
の
制
度
に
つ
い
て
制
度
設
計
の
あ
り

方
を
考
え
る
際
、
本
稿
の
検
討
が
如
何
な
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
得
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
今
後
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。１

）

原
文
は“A
lle S

ta
a
tsg
ew
a
lt g

eh
t v
o
m
 
V
o
lk
e a
u
s.
S
ie w

ird v
o
m
 
V
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a
h
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n
d A

b
stim

m
u
n
g
en u

n
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u
rch b

eso
n
d
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esetzg
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g
,
d
er v

o
llzieh

en
d
en G

ew
a
lt u

n
d d

er R
ech

tsp
rech

u
n
g a

u
sg
eu
b
t.”

で
あ
る
。

基
本
法
の
条
文
を
翻
訳
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
高
田
敏
‖
初
宿
正
典
編
訳
『
ド
イ
ツ
憲
法
集
（
第
７
版
）』

信
山
社
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
考
に
し
た
。

以
下
同
。

２
）

田
代
滉
貴
「
ド
イ
ツ
公
法
学
に
お
け
る
「
民
主
的
正
統
化
論
」
の
展
開
と
そ
の
構
造
」
行
政
法
研
究
一
四
号
（
二
〇
一
六
年
）
二
五
頁
以
下
。

３
）

田
代
・
前
掲
注

２
）二
七
頁
。

（法政研究84-２- ）146 384

論 説



４
）

田
代
・
前
掲
注

２
）二
八

二
九
頁
。

５
）

一
九
九
〇
年
代
の
三
判
決
とE

rn
st-W

o
lfg
a
n
g
 
B
o
ck
en
fo
rd
e

の
理
論
と
の
関
係
が
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
一
章
第
三

節
を
参
照
。

６
）

太
田
匡
彦
「
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
お
け
る
民
主
的
正
統
化
思
考
の
展
開
｜
｜B

V
erfG

E
93,

37

ま
で
」
樋
口
陽
一
先
生
古
稀
記
念
論
文
集

『
憲
法
論
集
』

創
文
社
、
二
〇
〇
四
年
）
三
一
八
頁
も
、
裁
判
例
を
検
討
す
る
意
義
と
し
て
こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
。

７
）

こ
こ
で
は
先
駆
的
研
究
と
し
て
、
太
田
・
前
掲
注

６
）三
一
七
頁
以
下
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。
そ
の
他
の
先
行
研
究
は
、
以
下
で
各
判
決
を
検
討

す
る
際
、
そ
の
都
度
挙
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

８
）

そ
の
点
で
、
太
田
・
前
掲
注

６
）三
一
七
頁
以
下
は
、
本
稿
の
直
接
の
先
行
研
究
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
同
論
文
は
本
項
第
１
章
で
挙
げ
る
一
九
九

〇
年
代
の
三
判
決
ま
で
を
検
討
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
一
方
、
本
稿
は
そ
れ
以
降
の
裁
判
例
の
検
討
に
重
点
を
置
く
も
の
で
あ
る
。

９
）

B
V
erfG

,
U
rteil v

o
m
 
31.

O
k
to
b
er 1990,

B
V
erfG

E
83,

37.

同
判
決
に
つ
い
て
は
、
葛
奉
根
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
に
お
け
る
外
国

人
の
選
挙
権
」
同
志
社
法
学
（
同
志
社
大
学
）
四
一
巻
六
号
（
一
九
九
〇
年
）
三
〇
頁
以
下
、
宮
地
基
「
外
国
人
の
選
挙
権
を
め
ぐ
る
憲
法
上
の
論
点
に

つ
い
て
」
神
戸
法
学
年
報
七
号
（
一
九
九
一
年
）
二
三
九
頁
以
下
、
高
田
篤
「
外
国
人
の
選
挙
権
｜
｜
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
違
憲
判
決
の
法
理
」
法

律
時
報
六
四
巻
一
号
（
一
九
九
二
年
）
八
三
頁
以
下
、
古
野
豊
秋
「
地
方
自
治
体
に
お
け
る
外
国
人
の
選
挙
権
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ

の
憲
法
判
例
Ⅱ
（
第
二
版
）』

信
山
社
、
二
〇
〇
六
年
）

三
七
二
頁
以
下
、
大
西
楠
・
テ
ア
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
外
国
人
の
地
方
参
政
権
｜
｜
基
本
法
二

八
条
一
項
三
文
と
外
国
人
参
政
権
違
憲
判
決
の
法
理
｜
｜
」
国
家
学
会
雑
誌
一
二
一
巻
五
｜
六
号
（
二
〇
〇
八
年
）
五
八
七
頁
以
下
、
門
脇
美
恵
「
ド
イ

ツ
疾
病
保
険
に
お
け
る
保
険
者
自
治
の
民
主
的
正
統
化
（
三
）」
法
政
論
集
二
五
一
号
（
二
〇
一
三
年
）
三
四
七
頁
以
下
等
を
参
照
。
本
稿
も
、
判
決
を

翻
訳
す
る
う
え
で
、
こ
れ
ら
先
行
研
究
の
翻
訳
を
一
部
参
考
に
し
た
。

10
）

①
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
国
籍
の
保
持
者
で
あ
り
、
②
投
票
日
の
時
点
で
少
な
く

と
も
五
年
は
基
本
法
の
適
用
領
域
に
滞
在
し
て
お
り
、
③
滞
在
許
可
を
有
す
る
か
当
該
許
可
が
必
要
で
な
い
外
国
籍
保
持
者
が
要
件
と
さ
れ
た
。

11
）

具
体
的
に
申
立
て
た
の
は
、
上
記
法
律
が
連
邦
国
家
的
同
質
性
（b

u
n
d
essta

a
tlich

er H
o
m
o
g
en
ita
t

）
に
お
け
る
民
主
政
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
お
よ

び
ク
ラ
イ
ス
に
お
け
る
国
民
代
表
に
つ
い
て
の
選
挙
の
一
般
性
の
要
請
（
基
本
法
二
〇
条
一
・
二
項
と
結
び
つ
い
た
二
八
条
一
項
二
文
）
な
ら
び
に
ド
イ

ツ
国
籍
の
制
度
的
保
障
（
基
本
法
一
六
条
、
一
一
六
条
）、
平
等
原
則
（
基
本
法
三
条
一
項
）
へ
の
違
反
で
あ
る
。

12
）

ラ
ン
ト
に
お
け
る
憲
法
的
秩
序
は
、
こ
の
基
本
法
の
趣
旨
に
即
し
た
共
和
政
的
・
民
主
的
お
よ
び
社
会
的
な
法
治
国
家
の
諸
原
則
に
適
合
し
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ラ
ン
ト
・
ク
ラ
イ
ス
お
よ
び
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
お
い
て
は
、
国
民
は
普
通
・
直
接
・
自
由
・
平
等
お
よ
び
秘
密
の
選
挙
に
基
づ
い
て
構
成

さ
れ
る
議
会
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

基
本
法
二
八
条
一
項
一
・
二
文
）。

13
）

も
っ
と
も
本
判
決
は
、
当
時
Ｅ
Ｃ
内
で
議
論
さ
れ
て
い
た
外
国
人
の
地
方
選
挙
権
の
導
入
が
、
基
本
法
七
九
条
三
項
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
憲
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法
改
正
の
対
象
外
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
留
保
を
つ
け
て
い
た
（B

V
erfG

E
83,

37
(59)

）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
と
外
国
人
選
挙
権

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
大
西
・
前
掲
注

９
）五
九
九
頁
以
下
の
検
討
が
詳
し
い
。

14
）

一
九
三
七
年
一
二
月
三
一
日
時
点
の
ド
イ
ツ
国
領
域
内
に
ド
イ
ツ
民
族
に
属
す
る
亡
命
者
も
し
く
は
難
民
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
も
し
く
は
子
孫
と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
者
が
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
。

15
）

B
V
erfG

E
83,

37
(51).

16
）

B
V
erfG

E
83,

37
(53).

17
）

B
V
erfG

E
83,

37
(53ff.).

18
）

B
ru
n
-O
tto B

ry
d
e,
A
u
sla
n
d
erw

a
h
lrech

t u
n
d g

ru
n
d
g
esetzlich

e D
em
o
k
ra
tie,

JZ 1989,
S
.257f.

19
）

M
a
n
fred Z

u
leeg

,
D
ie V

erein
b
a
rk
eit d

es K
o
m
m
u
n
a
lw
a
h
lrech

ts fu
r A

u
sla
n
d
er m

it d
em
 
d
eu
tsch

en V
erfa

ssu
n
g
srech

t,
in
:

d
ers

(H
rsg

.),
A
u
sla
n
d
errech

t u
n
d A

u
sla
n
d
erp

o
litik in E

u
ro
p
a
,
1987,

S
.156f.

20
）

外
国
人
選
挙
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
の
議
論
状
況
に
つ
い
て
は
、
高
田
篤
「
ド
イ
ツ
統
一
直
前
の
ボ
ン
基
本
法
（
二
）」
自
治
研
究
六
六
巻
一
二
号

（
一
九
九
〇
年
）
一
一
五
頁
以
下
、
高
田
・
前
掲
注

９
）八
三
頁
以
下
、
大
西
・
前
掲
注

９
）五
八
八
頁
以
下
等
を
参
照
。
ま
た
、
か
か
る
問
題
の
背
景
に

つ
い
て
は
、
広
渡
清
吾
「
外
国
人
労
働
者
・
移
住
者
・
難
民
｜
｜
外
国
人
法
制
の
新
展
開
」
同
『
統
一
ド
イ
ツ
の
法
変
動
｜
｜
統
一
の
一
つ
の
決
算
』

有

信
堂
、
一
九
九
六
年
）
一
八
三
頁
以
下
、
近
藤
敦
『

外
国
人
」
の
参
政
権
｜
｜
デ
ニ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
比
較
研
究
｜
｜
』

明
石
書
店
、
一
九
九
六
年
）
二

五
頁
以
下
、
長
尾
一
紘
『
外
国
人
の
参
政
権
』

世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
等
の
文
献
も
参
考
に
し
た
。

21
）

も
っ
と
も
、
か
か
る
判
断
に
よ
っ
て
、
逆
に
原
告
側
の
主
張
が
完
全
に
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
外

国
人
選
挙
権
に
否
定
的
な
論
者
は
か
ね
て
よ
り
、
基
本
法
二
〇
条
お
よ
び
二
八
条
が
念
頭
に
置
く
国
民
と
は
国
籍
に
よ
っ
て
限
界
づ
け
ら
れ
る
「
政
治
的

運
命
共
同
体
（p

o
litisch

e S
ch
ick

sa
lg
em
ein
sch

a
ft

）」
で
あ
り
、
か
か
る
国
民
と
外
国
人
は
そ
も
そ
も
質
的
に
異
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
強
硬
に
主

張
し
て
い
た
（Jo
sef Isen

see /
E
d
za
rd S

ch
m
id
t-Jo

rtzig
(H
rsg

.),
D
a
s A

u
sla
n
d
erw

a
h
lrech

t v
o
r d
en B

u
n
d
esv

erfa
ssu

n
g
sg
erich

t,1993,

S
.S
.25f.

ま
た
、Jo

sef Isen
see,

S
ta
a
tsrech

tlich
e S

tellu
n
g d

er A
u
sla
n
d
er in d

er B
u
n
d
esrep

u
b
lik D

eu
tsch

la
n
d
,V
V
D
S
tR
L 32

(1974),

S
.92f.

も
参
照
）。
一
方
本
判
決
は
、
あ
く
ま
で
基
本
法
の
文
言
・
体
系
解
釈
の
結
果
と
し
て
外
国
人
選
挙
権
を
否
定
し
た
の
で
あ
っ
て
、
原
告
側
の
民
主

政
原
理
の
理
解
を
判
決
中
で
明
示
的
に
支
持
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
行
う
も
の
と
し
て
、
高
田
・
前
掲
注

９
）八
八
頁
。

22
）

B
V
erfG

E
83,

37
(50f.).

23
）

B
V
erfG

E
83,

37
(52).

24
）

B
V
erfG

E
83,

37
(55).

25
）

自
由
ハ
ン
ザ
都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
は
、
州
が
ひ
と
つ
の
市
に
よ
っ
て
の
み
構
成
さ
れ
る
い
わ
ば
「
特
別
市
」
で
あ
る
た
め
、
同
市
の
中
に
は
ゲ
マ
イ
ン
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デ
や
ク
ラ
イ
ス
と
い
っ
た
地
方
公
共
団
体
が
存
在
し
な
い
。
も
っ
と
も
同
市
の
憲
法
（V

erfa
ssu

n
g d

er F
reien u

n
d H

a
n
sesta

d
t H

a
m
b
u
rg

）
は
、

四
条
二
項
に
お
い
て
、
法
律
に
よ
り
同
市
の
一
部
地
域
を
管
轄
す
る
行
政
単
位
を
設
立
す
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
実
際
同
市
に
は
一
九
七
八
年
区
行
政

法
（B

ezirk
sv
erw

a
ltu
n
g
sg
esetz v

o
m
22.

M
a
i 1978

）
に
基
づ
き
七
つ
の
区
（B
ezirk

）
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
区
は
「
直
接
的
国
家
行
政
で

あ
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
分
散
し
た
行
政
単
位
」
で
あ
り
、
そ
の
行
政
機
関
は
区
長
（B

ezirk
sa
m
tleiter

）
に
よ
っ
て
指
揮
さ
れ
る
区
役
所
（B

ezirk
-

sa
m
t

）
で
あ
る
。
ま
た
各
区
に
は
決
定
機
関
と
し
て
の
区
議
会
（B

ezirk
sv
ersa

m
m
lu
n
g

）
が
お
か
れ
、
特
別
財
源
の
使
途
決
定
や
区
長
の
選
任
・
解

任
等
の
役
割
を
担
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

26
）

B
V
erfG

,
U
rteil v

o
m
 
31.

O
k
to
b
er 1990,

B
V
erfG

E
83,

60.

同
判
決
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注

９
）で
挙
げ
た
諸
文
献
の
ほ
か
、
彼
谷
環
「
ハ

ン
ブ
ル
ク
区
議
会
に
お
け
る
外
国
人
の
選
挙
権
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
・
前
掲
注

９
）三
二
八
頁
以
下
を
参
照
。

27
）

①
外
国
人
法
に
基
づ
く
滞
在
許
可
（A

u
fen

th
a
ltserla

u
b
n
is

）
を
有
す
る
か
、
②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
共
同
体
加
盟
国
国
籍
保
持
者
の
入
国
と
滞
在

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
滞
在
許
可
を
有
す
る
か
、
あ
る
い
は
③
無
国
籍
外
国
人
（h

eim
a
tlo
ser A

u
sla
n
d
er

）
と
し
て
の
地
位
を
有
す
る
、
投
票
日

ま
で
に
少
な
く
と
も
八
年
は
基
本
法
の
適
用
領
域
に
滞
在
す
る
す
べ
て
の
外
国
人
が
要
件
と
さ
れ
て
い
た
。

28
）

本
件
に
お
い
て
も
、
前
掲
注

11
）で
示
し
た
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
｜
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
外
国
人
選
挙
権
判
決
と
同
様
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
。

29
）

シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
｜
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
外
国
人
選
挙
権
判
決
と
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
外
国
人
選
挙
権
判
決
は
、
併
合
し
て
口
頭
審
理
が
行
わ
れ
、
判
決

も
同
じ
日
（
一
九
九
〇
年
一
〇
月
三
一
日
）
に
出
さ
れ
て
い
る
。
両
判
決
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
高
田
・
前
掲
注

９
）八
三
頁
以
下
の
記
述
が
詳
し
い
。

30
）

こ
の
点
に
つ
い
て
被
告
側
は
、

市
民
は
、
区
議
会
の
選
挙
を
通
じ
て
、
国
家
権
力
の
行
を
民
主
政
原
理
の
意
味
に
お
い
て
正
統
化
す
る
の
で
は
な

く
、
単
に
公
行
政
の
領
域
に
お
け
る
行
政
任
務
の
遂
行
へ
と
関
与
す
る
に
過
ぎ
な
い
」
こ
と
、
議
会
の
議
決
は
対
外
的
な
作
用
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い

た
め
、
基
本
法
上
の
公
権
力
に
は
該
当
し
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。B

V
erfG

E
83,

60
(83).

31
）

も
っ
と
も
本
判
決
は
、
区
議
会
が
基
本
法
二
八
条
一
項
二
文
の
適
用
お
よ
び
準
用
を
受
け
る
組
織
で
は
な
い
こ
と
も
明
示
し
て
い
る
。

32
）

B
V
erfG

E
83,

60
(71f.).

33
）

B
V
erfG

E
83,

60
(74).

一
方
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
や
ク
ラ
イ
ス
に
お
け
る
国
民
の
代
表
機
関
に
つ
い
て
は
、
選
挙
に
基
づ
く
直
接
的
な
人
的
正
統
化
が

必
要
だ
と
す
る
。

34
）

し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
権
限
が
客
観
的
か
つ
個
別
具
体
的
に
、
そ
の
範
囲
が
厳
格
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
当
該
決
定
が
例
え
ば
「
測
定
可
能
な

ほ
ど
に
適
切
な
計
画
お
よ
び
法
律
の
執
行
」
に
限
定
さ
れ
る
程
度
に
内
容
的
に
あ
ら
か
じ
め
構
造
化
さ
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
当
て
は
ま
る
（B

V
er-

fG
E
83,

60
(74)

）。

35
）

B
V
erfG

E
83,

60
(74).

36
）

B
V
erfG

E
83,

60
(74f.).
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37
）

B
V
erfG

,
B
esch

lu
ß
v
o
m
 
24.

M
a
i 1995,

B
V
erfG

E
93,

37.

同
決
定
に
つ
い
て
は
、
森
保
憲
「
共
同
決
定
に
要
請
さ
れ
る
民
主
的
正
当
性
」
ド

イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
・
前
掲
注

９
）三
二
三
頁
以
下
、
毛
利
透
「
民
主
主
義
と
行
政
組
織
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
」
同
『
統
治
構
造
の
憲
法
論
』

岩
波
書

店
、
二
〇
一
四
年
）
三
一
五
頁
以
下
。
一
般
にU

rteil

は
「
判
決
」、B

esch
lu
ß

は
「
決
定
」
と
訳
し
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
決
定

は
本
来
「
共
同
決
定
決
定
」
と
呼
称
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
で
は
「
決
定
」
が
重
な
っ
て
し
ま
い
、
違
和
感
が
あ
る
の
で
、
以
下
で
は
便

宜
上
「
共
同
決
定
判
決
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
い
。

38
）

B
V
erfG

E
93,

37
(67).

39
）

後
述
す
る
水
利
組
合
決
定
は
、
こ
れ
を
「
二
重
の
過
半
数
の
原
則
（P

rin
zip d

er d
o
p
p
elten M

eh
rh
eit

）」
と
呼
ぶ
。B

V
erfG

E
107,

59
(88).

40
）

B
V
erfG

E
93,

37
(67).

41
）

B
V
erfG

E
93,

37
(68).

し
た
が
っ
て
、
当
該
職
務
で
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
範
囲
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
当
該
連
関
に
よ
っ
て
正
統
化
さ
れ
得
な
い
。

42
）

ラ
ン
ト
政
府
に
お
け
る
労
使
共
同
決
定
制
度
の
憲
法
上
の
限
界
に
つ
い
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
す
で
に
一
九
五
九
年
四
月
二
七
日
の
判
決
で
一

定
の
見
解
を
示
し
て
い
た
（B

V
erfG

,
U
rteil v

o
m
 
27.

A
p
ril 1959,

B
V
erfG

E
9,
268

）。
一
方
、
本
判
決
は
適
用
範
囲
の
よ
り
広
範
な
労
使
共
同
決

定
制
度
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
点
で
、
一
九
五
九
年
判
決
と
は
前
提
が
異
な
る
。
か
か
る
指
摘
と
し
て
、
森
・
前
掲
注

37
）三
二
六
頁
。
ま
た
、
両
判
決

を
比
較
す
る
も
の
と
し
て
、
太
田
・
前
掲
注

６
）三
三
五
頁
。

43
）

B
V
erfG

E
93,

37
(70).

44
）

B
V
erfG

E
93,

37
(72f.).

45
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
日
野
田
浩
行
「
行
政
の
民
主
的
正
統
化
に
関
す
る
憲
法
的
考
察
（
一
）」
久
留
米
大
学
法
学
三
九
号
（
一
九
九
九
年
）
一
四
頁

以
下
、
田
代
・
前
掲
注

２
）三
四

三
五
頁
等
を
参
照
。

46
）

E
rn
st W

o
lfg
a
n
g B

o
ck
en
fo
rd
e,
D
em
o
k
ra
tie a

ls V
erfa

ssu
n
g
sp
rin
zip
,
in
:
Isen

see /
K
irch

h
o
f,
H
a
n
d
b
u
ch d

es S
ta
a
tsrech

ts,
B
d
.

I,
1987,

彼
の
理
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
林
知
更
「
憲
法
原
理
と
し
て
の
民
主
政
」
高
橋
和
之
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
現
代
立
憲
主
義
の
諸
相
』

有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
二
七

二
八
頁
、
門
脇
・
前
掲
注

９
）三
六
七
頁
以
下
、
田
代
・
前
掲
注

２
）三
五
頁
以
下
等
を
参
照
。

47
）

B
v
erfG

E
83,

60
(72).

48
）

彼
の
在
任
期
間
は
一
九
八
三
年
一
二
月
〜
一
九
九
六
年
五
月
の
一
三
年
間
で
あ
る
。

49
）

B
V
erfG

,
U
rteil v

o
m
 
2.
M
a
rz 1977,

B
V
erfG

E 44,
125

(138);
B
V
erfG

,
B
esch

lu
ß
v
o
m
 
15.

F
eb
ru
a
r 1978,

B
V
erfG

E
47,

253
(271f.).

50
）

B
V
erfG

,
B
esch

lu
ß
v
o
m
 
15.

F
eb
ru
a
r 1978,

B
V
erfG

E
47,

253
(273ff.).

51
）

B
V
erfG

,
B
esch

lu
ß
v
o
m
 
8.
A
u
g
u
st 1978,

B
V
erfG

E
49,

89
(125).

52
）

B
V
erfG

E
47,

253
(275.);

B
V
erfG

,
B
esch

lu
ß
v
o
m
 
1.
O
k
to
b
er 1987,

B
V
erfG

E
77,

1
(40).
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53
）

従
来
の
裁
判
例
と
三
判
決
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
太
田
・
前
掲
注

６
）三
二
四
頁
以
下
が
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

54
）

こ
の
点
、
む
し
ろB

o
ck
en
fo
rd
e

の
理
論
自
体
が
従
来
の
裁
判
例
に
多
少
な
り
と
も
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
、
否
定
で
き
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
なB

o
ck
en
fo
rd
e

以
前
の
学
説
と
裁
判
例
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

55
）

太
田
・
前
掲
注

６
）三
四
六
頁
も
、
三
判
決
の
意
義
の
一
つ
と
し
て
「
一
般
論
の
拡
充
」
を
挙
げ
て
い
る
。

56
）

批
判
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
毛
利
透
「
民
主
主
義
と
行
政
組
織
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
」
同
『
統
治
構
造
の
憲
法
論
』

岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
三

二
五
頁
以
下
等
を
参
照
。

57
）

関
連
し
て
太
田
・
前
掲
注

６
）三
四
八
頁
は
、
事
項
的
｜
内
容
的
正
統
化
が
「
ど
の
程
度
の
機
能
を
示
し
う
る
か
も
疑
問
が
残
る
」
と
指
摘
す
る
。

58
）

v
g
l.
H
a
n
s-H

ein
rich T

ru
te,

D
ie d

em
o
k
ra
tisch

e L
eg
itim

a
tio
n d

er V
erw

a
ltu
n
g
,
in
:
W
o
lfg
a
n
g H

o
ffm

a
n
n
-R
iem

/
E
b
erh

a
rd

 
S
ch
m
id
t-A

ß
m
a
n
n
/
A
n
d
rea

s V
o
ß
k
u
h
le
(H
rsg

.),
G
ru
n
d
la
g
en d

es V
erw

a
ltu
n
g
srech

ts,
B
d
.
I,
2.
A
u
fl.,

2012,
S
.352.

太
田
・
前
掲
注

６
）三
四
八
頁
も
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。B

ru
n
-O
tto
 
B
ry
d
e

は
、B

o
ck
en
fo
rd
e

の
理
論
と
上
記
の
判
断
枠
組
を
「
正
統
化
の
連
鎖
フ
ェ
テ
ィ

シ
ズ
ム
（L

eg
itim

a
tio
n
sk
etten

fetich
ism

u
s

）」
と
揶
揄
し
て
い
た
。B

ru
n
-O
tto B

ry
d
e,
D
ie b

u
n
d
esrep

u
b
lik
a
n
isch

e V
o
lk
sd
em
o
k
ra
tie

 
a
ls Irrw

eg d
er D

em
o
k
ra
tieth

eo
rie,

in
:
S
ta
a
tsw

issen
sch

a
ft u

n
d S

ta
a
tsp
ra
x
is,
(1994),

S
.324.

59
）

v
g
l.
V
eu
th M

eh
d
e,
N
eu
es S

teu
eru

n
g
sm
o
d
ell u

n
d D

em
o
k
ra
tiep

rin
zip
,
2000,

S
.200.

60
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
毛
利
・
前
掲
注

56
）三
一
三
頁
以
下
の
検
討
が
詳
し
い
。

61
）

本
章
第
１
節
３
参
照
。

62
）

B
V
erfG

,
B
esch

lu
ß
v
o
m
 
5.
D
ezem

b
er 2002,B

V
erfG

E
107,

59.

同
決
定
の
紹
介
・
検
討
と
し
て
、
原
田
大
樹
『
自
主
規
制
の
公
法
学
的
研

究
』

有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
二
〇
七

二
〇
八
頁
、
日
野
田
浩
行
「
民
主
制
原
理
と
機
能
的
自
治
」
曽
我
部
真
裕
‖
赤
坂
幸
一
編
『
憲
法
改
革
の
理
念

と
展
開
（
上
巻
）

大
石
眞
先
生
還
暦
記
念
』

信
山
社
、
二
〇
一
二
年
）
三
三
五
頁
以
下
、
門
脇
美
恵
「
ド
イ
ツ
疾
病
保
険
に
お
け
る
保
険
者
自
治
の
民

主
的
正
統
化
（
四
）」
法
政
論
集
二
五
二
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
七
四
頁
以
下
、
斎
藤
誠
「
自
治
・
分
権
と
現
代
行
政
法
」
現
代
行
政
法
講
座
編
集
員
会
編

『
現
代
行
政
法
講
座
Ⅰ

現
代
行
政
法
の
基
礎
理
論
』

日
本
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）
三
〇
三
頁
以
下
、
高
橋
雅
人
『
多
元
的
行
政
の
憲
法
理
論
』

法

律
文
化
社
、
二
〇
一
七
年
）
一
一
五
頁
以
下
。
ま
た
、
本
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、P

eter Jo
sef T

ettin
g
er /

T
h
o
m
a
s M

a
n
n
,
W
a
sserv

erb
a
n
d
e

 
u
n
d d

em
o
k
ra
tisch

e L
eg
itim

a
tio
n
,
2000.

も
参
照
。

63
）

v
g
l.
W
in
fried K

lu
th
,
F
u
n
k
tio
n
a
le S

elb
stv
erw

a
ltu
n
g
,
1997,

S
.12f.

機
能
的
自
治
行
政
の
定
義
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
日
野
田
・
前
掲
注

62
）三
一
五

三
一
六
頁
参
照
。

64
）

具
体
的
に
は
、
組
合
の
領
域
の
全
部
あ
る
い
は
一
部
に
存
在
す
る
鉱
山
の
所
有
者
、
並
び
に
組
合
の
諸
活
動
を
惹
起
し
、
困
難
に
し
、
あ
る
い
は
そ

の
活
動
か
ら
利
益
を
有
す
る
営
利
企
業
お
よ
び
不
動
産
、
交
通
設
備
、
そ
の
他
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
‖
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
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州
、
組
合
の
領
域
内
で
活
動
す
る
水
道
事
業
者
並
び
に
そ
の
他
の
取
水
業
者
で
あ
る
（
六
条
）。

65
）

会
則
及
び
そ
の
修
正
等
を
決
定
す
る
ほ
か
（
一
四
条
一
項
一
項
一
文
）、
組
合
評
議
会
の
メ
ン
バ
ー
を
選
出
す
る
（
二
文
）。

66
）

個
々
の
構
成
員
グ
ル
ー
プ
が
派
遣
で
き
る
代
表
の
数
は
、
負
担
金
の
額
に
よ
っ
て
決
ま
る
（
一
二
条
）。

67
）

一
議
席
が
公
的
水
道
事
業
の
企
業
お
よ
び
そ
の
他
の
担
い
手
に
、
三
議
席
が
市
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
、
ク
ラ
イ
ス
に
、
そ
し
て
二
議
席
が
鉱
業
所
、
営
利

企
業
、
不
動
産
・
交
通
施
設
・
そ
の
他
施
設
の
所
有
者
に
｜
｜
出
資
と
は
無
関
係
に
｜
｜
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
三
議
席
は
、
出
資
に
応
じ
て

各
構
成
員
グ
ル
ー
プ
に
配
分
さ
れ
る
（
一
六
条
）。

68
）

裁
判
所
が
、
決
定
に
際
し
て
あ
る
法
律
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
法
律
が
違
憲
で
あ
る
と
考
え
る
と
き
は
、
そ
の
手
続
を
中

止
し
、
か
つ
、
あ
る
ラ
ン
ト
の
憲
法
に
対
す
る
違
反
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
き
は
憲
法
紛
争
に
つ
い
て
管
轄
を
有
す
る
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
決
定
を
、
ま

た
、
こ
の
基
本
法
に
対
す
る
違
反
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
き
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
を
、
求
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ラ
ン
ト
の
法
に

よ
る
こ
の
基
本
法
の
違
反
、
ま
た
は
、
ラ
ン
ト
の
法
律
と
連
邦
法
律
と
の
不
一
致
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
も
、
同
様
と
す
る
」

基
本
法
一
〇
〇

条
一
項
）。

69
）

B
V
erw

G
E
 
N
V
w
Z 1999,

S
.
870;

B
V
erw

G
E
 
106,

64.

以
上
の
整
理
を
行
う
う
え
で
は
、
日
野
田
・
前
掲
注

62
）三
三
七

三
三
八
の
記
述
を

参
考
に
し
た
。

70
）

B
V
erfG

E
107,

59
(86ff.).

71
）

B
V
erfG

E
107,

59
(89f.).

72
）

後
述
す
る
大
エ
ル
フ
ト
組
合
判
決
や
専
門
医
決
定
等
を
挙
げ
て
い
る
。

73
）

B
V
erfG

E
107,

59
(89ff.).

74
）

B
V
erfG

E
107,

59
(91f.).

75
）

B
V
erfG

E
107,

59
(92f.).

76
）

B
V
erfG

E
107,

59
(93).

77
）

B
V
erfG

E
10,

89
(102,

104)

が
参
照
さ
れ
る
と
と
も
に
、B

V
erfG

E
37,

1
(26)

も
参
照
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
る
。

78
）

B
V
erfG

E
38,

281
(299)

が
参
照
さ
れ
る
。

79
）

B
V
erfG

E
107,

59
(93f.).

80
）

B
V
erfG

E
107,

59
(94).

81
）

B
V
erfG

E
107,

59
(94ff.).

82
）

B
V
erfG

E
107,

59
(98ff.).
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83
）

さ
ら
に
本
決
定
は
、
両
ラ
ン
ト
法
の
諸
規
定
が
基
本
法
二
〇
条
三
項
の
規
定
す
る
法
治
国
原
理
に
も
違
反
し
な
い
、
と
し
た
（B

V
erfG

E
107,

59

(102f.)

）。

84
）

B
V
erfG

E
93,

37
(69)

が
参
照
さ
れ
る
。

85
）

B
V
erfG

E
107,

59
(98f.).

86
）

B
V
erfG

E
107,

59
(99ff.).

87
）

第
１
章
第
１
節
３
、
第
２
節
３
参
照
。

88
）

議
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
日
野
田
・
前
掲
注

62
）三
一
三
頁
以
下
、
門
脇
・
前
掲
注

62
）一
五
六
頁
以
下
を
参
照
。

89
）

B
o
ck
en
fo
rd
e,
a
.
a
.
O
.
(A
n
m
.46),

S
.452.

90
）

学
説
の
議
論
状
況
を
簡
潔
に
要
約
す
る
も
の
と
し
て
、A
n
d
rea

s M
u
sil,

D
a
s B

u
n
d
esv

erfa
ssu

n
g
sg
erich

t u
n
d
 
d
ie
 
L
eg
itim

a
tio
n
 
d
er

 
fu
n
k
tio
n
a
len S

elb
stv
erw

a
ltu
n
g
,
D
Ö
V
 
2004,

S
.118.

91
）

E
rn
st T

h
o
m
a
s E

m
d
e,
D
ie d

em
o
k
a
ra
tisch

e L
eg
itim

a
tio
n d

er fu
n
k
tio
n
a
len S

elb
stv
erw

a
ltu
n
g
,
1991.

E
m
d
e

の
見
解
に
つ
い
て

は
、
門
脇
・
前
掲
注

62
）一
六
二
頁
以
下
、
田
代
・
前
掲
注

２
）四
八
頁
以
下
を
参
照
。

92
）

本
決
定
自
身
、
上
述
し
た
「
機
能
的
自
治
行
政
は
、
す
べ
て
の
者
の
自
由
な
自
己
決
定
と
い
う
上
位
の
目
的
に
仕
え
る
限
り
に
お
い
て
、
民
主
政
原

理
を
具
現
化
す
る
も
の
（A

u
sp
ra
g
u
n
g

）
と
し
て
理
解
さ
れ
得
る
」
と
い
う
判
示
部
分
に
お
い
て
、E

m
d
e,
a
.
a
.
O
.
(A
n
m
.
91)

を
参
照
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
彼
は
機
能
的
自
治
行
政
を
基
本
法
二
〇
条
二
項
と
は
別
に
基
本
法
が
規
定
す
る
民
主
政
原
理
を
具
現
化
し
た
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
か
か
る

組
織
形
態
も
同
項
に
基
礎
づ
け
る
本
決
定
と
は
見
解
が
若
干
異
な
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

93
）

B
V
erfG

,
B
esch

lu
ß
v
o
m
 
9.
M
a
i 1972,

B
V
erfG

E
33,

125

（
い
わ
ゆ
る
「
専
門
医
決
定
」）.

同
決
定
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
橋
洋
一
『
現
代

行
政
の
行
為
形
式
論
』

弘
文
堂
、
一
九
九
三
年
）
一
〇
頁
以
下
。

94
）

B
V
erfG

E
33,

125
(159f.).

本
決
定
も
、
上
述
し
た
「
民
主
政
原
理
に
根
差
す
自
治
行
政
お
よ
び
自
律
の
原
則

を
適
切
な
形
で
実
現
す
る
こ
と
も

可
能
と
す
る
」
と
い
う
判
示
部
分
で
、
同
決
定
の
こ
の
部
分
を
参
照
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
門
脇
・
前
掲
注

62
）一
九
九
頁

（
脚
注
126
部
分
）、
斎
藤
・
前
掲
注

62
）二
九
九

三
〇
〇
頁
。

95
）

B
V
erfG

,
U
rteil v

o
m
 
29.

Ju
li 1959,

B
V
erfG

E
10,

89.

同
判
決
に
つ
い
て
は
、
國
分
典
子
「
公
法
上
の
組
合
へ
の
強
制
加
入
と
結
社
の
自
由

｜
｜
エ
ル
フ
ト
組
合
判
決
」
栗
城
壽
夫
ほ
か
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
（
第
２
版
）』

信
山
社
、
二
〇
〇
三
年
）
二
五
六
頁
以
下
、
原
田
・
前
掲
注

62
）

二
〇
七
頁
。

96
）

B
V
erfG

E
10,

89
(102).

97
）

B
V
erfG

,
B
esch

lu
ß
v
o
m
 
18.

D
ezem

b
er 1974,

B
V
erfG

E
38,

281
(299).
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98
）

E
rn
st T

h
o
m
a
s E

m
d
e,
H
errsch

eftsleg
itim

a
tio
n o

h
n
e V

o
lk
?,
D
er S

ta
a
t B

eih
eft 17,

2006,
S
.69.

99
）

S
ch
m
id
t-A

ß
m
a
n
n
,
D
a
s a
llg
em
ein
e V

erw
a
ltu
n
g
srech

t a
ls O

rd
n
u
n
g
sid
ee,

2.
A
u
fl.,

2004.,
S
.95f.

100
）

門
脇
・
前
掲
注

62
）一
八
三
頁
。

101
）

高
橋
・
前
掲
注

62
）一
二
一
頁
、
二
四
八
頁
等
。

102
）

本
章
第
１
節
２
（
１
）

ⅰ
）
参
照
。

103
）

こ
の
点
、
高
橋
・
前
掲
注

62
）一
二
五
頁
は
、
本
決
定
に
よ
っ
て
正
統
化
の
主
体
が
「
ド
イ
ツ
国
民
」
か
ら
「
あ
ら
ゆ
る
者
」
へ
と
拡
大
さ
れ
た
、

と
す
る
。
し
か
し
上
述
の
通
り
、
本
決
定
は
少
な
く
と
も
明
示
的
に
は
、
正
統
化
の
主
体
に
つ
い
て
高
橋
の
指
摘
す
る
よ
う
な
判
例
変
更
を
行
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

104
）

本
章
第
１
節
２
（
１
）

ⅰ
）
参
照
。

105
）

第
１
章
第
１
節
１
参
照
。

106
）

第
１
章
第
１
節
３
参
照
。

107
）

本
章
第
１
節
２
（
２
）
参
照
。

108
）

か
か
る
理
解
に
関
連
し
て
、M

a
tth
ia
s Jesta

ed
t,
D
em
o
k
ra
tisch

e L
eg
itim

a
tio
n

q
u
o v

a
d
is?,

Ju
S 2004,

S
.651

は
、
水
利
組
合
決
定
に

お
け
る
上
記
判
示
が
「
連
邦
憲
法
裁
判
所
自
身
が
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
民
主
的
正
統
化
の
シ
ス
テ
ム
を
見
放
す
も
の
」
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

同
論
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
・
前
掲
注

62
）三
〇
九
頁
以
下
が
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、P

eter U
n
ru
h
,
A
n
m
erk

u
n
g
,
JZ
 
2003,

S
.

1063

も
同
旨
。

109
）

B
V
erfG

,
B
esch

lu
ß
v
o
m
 
13.

Ju
li 2004,

B
V
erfG

E
111,191.

同
決
定
に
つ
い
て
は
、
日
野
田
・
前
掲
注

62
）三
四
五

三
四
六
頁
、
斎
藤
・
前

掲
注

62
）三
一
一
頁
（
脚
注
59
）。

110
）

B
V
erfG

E
111,

191
(216).

111
）

B
V
erfG

E
111,

191
(217).

112
）

B
V
erfG

,
U
rteil v

o
m
 
18.

Ja
n
u
a
r 2012,

B
V
erfG

E
130,

76.
本
判
決
の
紹
介
と
し
て
、
高
橋
・
前
掲
注

62
）一
八
七
頁
以
下
。

113
）

任
務
を
遂
行
す
る
上
で
）
必
要
な
信
頼
性
や
専
門
的
知
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
の
証
明
が
求
め
ら
れ
る
（
二
条
三
文
）。

114
）

こ
の
病
院
に
つ
い
て
は
、
州
福
祉
連
盟
が
五
・
一
％
、
有
限
会
社
（
州
福
祉
連
盟
が
一
〇
〇
％
出
資
）
が
九
四
・
九
％
、
そ
れ
ぞ
れ
出
資
し
て
い
る
。

115
）

高
権
的
権
限
の
行
使
は
、
恒
常
的
任
務
と
し
て
、
通
常
は
、
公
法
上
の
勤
務
関
係
・
忠
誠
関
係
に
あ
る
公
務
員
に
委
託
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

基
本
法
三
三
条
四
項
）。

116
）

B
V
erfG

E
130,

79
(123f.).
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117
）

B
V
erfG

E
130,

76
(124).

こ
こ
で
、
共
同
決
定
判
決
（B

V
erfG

E
93,

37
(73)

）
が
参
照
さ
れ
る
。

118
）

B
o
ck
en
fo
rd
e,
a
.
a
.
O
.
(A
n
m
.47),

S
.441f.

119
）

正
統
化
の
方
法
を
具
体
化
し
た
共
同
決
定
判
決
も
、
事
項
的
｜
内
容
的
正
統
化
の
具
体
的
要
件
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
。
第
１
章

第
１
節
３
参
照
。

120
）

も
っ
と
も
、
決
定
に
対
す
る
影
響
力
の
平
等
と
い
う
観
点
か
ら
労
使
共
同
決
定
の
限
界
を
明
示
し
た
共
同
決
定
判
決
が
、
な
ぜ
上
述
し
た
正
統
化
の

水
準
の
判
断
方
法
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
か
は
、
い
ま
一
つ
明
ら
か
で
な
い
。

121
）

B
V
erfG

E
130,

76
(124f.).

122
）

B
V
erfG

E
130,

76
(125ff.).

123
）

B
V
erfG

E
130,

76
(128f.).

124
）

B
V
erfG

E
130,

76
(87).

125
）

B
V
erfG

E
130,

76
(124f.).

126
）

B
V
erfG

,
U
rteil v

o
m
 
28.

Ja
n
u
a
r 2014,

B
V
erfG

E
135,

155.

127
）

以
下
で
は
本
件
当
時
の
助
成
法
（F

ilm
fo
rd
eru

n
g
g
esetz2004

(B
G
B
l I S

.2771)

）
を
指
す
も
の
と
す
る
。
な
お
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
ド
イ
ツ

に
お
け
る
映
画
振
興
政
策
の
概
要
と
し
て
、
戸
田
典
子
「
ド
イ
ツ
の
映
画
振
興
政
策
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
五
九
二
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
三
四
頁
以
下
。

128
）

具
体
的
に
は
、
Ｆ
Ｆ
Ａ
の
任
務
領
域
に
お
け
る
基
本
的
な
問
題
や
Ｆ
Ｆ
Ａ
の
予
算
（
六
条
五
項
）、
Ｆ
Ｆ
Ａ
の
規
約
（
一
〇
条
一
項
一
文
）
に
つ
い

て
決
定
す
る
と
と
も
に
、
助
成
実
務
の
詳
細
に
つ
い
て
の
指
針
を
公
布
し
（
二
二
条
三
項
三
文
、
二
三
条
二
項
二
文
、
三
〇
条
七
項
三
文
、
三
一
条
五

項
）、
助
成
支
援
に
つ
い
て
補
助
的
に
決
定
権
を
持
つ
（
六
九
条
一
項
）。

129
）

そ
の
内
訳
は
、
連
邦
議
会
に
任
命
さ
れ
た
者
三
名
、
連
邦
参
議
院
お
よ
び
所
轄
の
連
邦
行
政
庁
か
ら
選
出
さ
れ
た
者
各
二
名
、
Ａ
Ｒ
Ｄ
・
Ｚ
Ｄ
Ｆ
か

ら
任
命
さ
れ
た
者
各
一
名
、
カ
ト
リ
ッ
ク
お
よ
び
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
会
か
ら
任
命
さ
れ
た
者
各
一
名
、
そ
の
他
映
画
産
業
に
携
わ
る
各
種
団
体
に

よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
者
で
あ
る
。
こ
れ
ら
構
成
員
は
、
五
年
の
任
期
を
も
っ
て
任
用
さ
れ
る
（
六
条
一
・
三
項
）。

130
）

連
邦
議
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
評
議
会
構
成
員
一
名
、
連
邦
政
府
に
任
命
さ
れ
た
評
議
会
構
成
員
一
名
が
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。
そ
の
他
の
構
成
員

は
、
評
議
会
に
お
け
る
映
画
配
給
業
者
・
映
画
館
・
映
像
会
社
・
民
間
テ
レ
ビ
放
送
局
、
公
営
ラ
ジ
オ
局
評
議
会
の
代
表
の
中
か
ら
各
一
名
ず
つ
、
評
議
会

の
多
数
決
を
も
っ
て
選
出
さ
れ
る
（
二
項
）。

131
）

ま
た
彼
ら
は
、
映
画
の
領
域
に
つ
い
て
専
門
的
知
識
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
標
準
的
か
つ
最
新
の
実
務
経
験
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
七
条
二
項
二
文
）。
構
成
員
の
う
ち
一
人
は
加
え
て
、
財
政
問
題
に
つ
い
て
専
門
的
知
識
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
七
条
二
項
三

文
）。
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132
）

い
わ
ゆ
る
特
別
賦
課
金
（S

o
n
d
era

b
g
a
b
e

）
の
憲
法
上
の
限
界
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
原
田
・
前
掲
注

62
）二
一
〇
頁
以
下
を
参
照
。

133
）

B
V
erfG

E
135,

155
(221f.).

134
）

水
利
組
合
決
定
（B

V
erfG

E
107,

59
(91)

）
が
引
用
さ
れ
る
。

135
）

水
利
組
合
決
定
（B

V
erfG

E
107,

59
(91f.)

）
が
引
用
さ
れ
る
。

136
）

委
任
の
場
合
に
関
す
る
判
示
と
し
て
、
精
神
病
院
判
決
（B

V
erfG

E
130,

76
(119ff.,

123ff.)

）
が
引
用
さ
れ
る
。

137
）

水
利
組
合
決
定
と
精
神
病
院
判
決
（B

V
erfG

E
107,

59
(93);

130,
76,

(123f.)

）
が
参
照
さ
れ
る
。

138
）

B
V
erfG

E
135,

155
(222f.).

ま
た
、
こ
こ
で
精
神
病
院
判
決
（B
V
erfG

E
130,

76
(123f.)

）
が
引
用
さ
れ
る
。

139
）

な
お
、
本
判
決
の
後
に
出
さ
れ
た
二
〇
一
四
年
五
月
六
日
の
決
定
に
お
い
て
も
、
以
上
の
一
般
論
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。B

V
erfG

E
136,

194
(261ff.).

140
）

B
V
erfG

E
135,

155
(225f.).

141
）

B
V
erfG

E
135,

155
(227

）.

142
）

B
V
erfG

E
135,

155
(227ff.).

143
）

B
V
erfG

E
135,

155
(225f.;

227).

144
）

B
V
erfG

E
135,

155
(224f.;

227).

145
）

B
V
erfG

E
135,

155
(227).

146
）

B
V
erfG

,
B
esch

lu
ß
v
o
m
 
27.

N
o
v
em
b
er 1990,

B
V
erfG

E
83,

130

（
い
わ
ゆ
る
ヨ
ゼ
フ
ィ
ー
ネ
・
ム
ッ
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
決
定
）.

同
決
定
に
つ

い
て
は
、
芹
澤
齋
「

有
害
図
書
」
規
制
と
芸
術
表
現
の
自
由
｜
｜
「
ヨ
ゼ
フ
ィ
ー
ネ
・
ム
ッ
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
事
件
」
｜
｜
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
・

前
掲
注

９
）一
九
一
頁
以
下
。

147
）

連
邦
青
少
年
・
家
族
・
女
性
・
保
健
大
臣
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
委
員
長
、
各
ラ
ン
ト
政
府
に
よ
っ
て
一
名
ず
つ
任
命
さ
れ
る
委
員
、
そ
し
て
①
芸

術
、
②
文
学
、
③
販
売
業
、
④
出
版
業
、
⑤
青
年
団
体
、
⑥
青
年
福
祉
、
⑦
教
師
、
⑧
教
会
・
ユ
ダ
ヤ
教
会
お
よ
び
そ
の
他
の
宗
教
団
体
か
ら
連
邦
大
臣

に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
委
員
、
よ
り
構
成
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

148
）

B
V
erfG

E
83,

130
(150).

149
）

B
V
erfG

E
135,

155
(227f.).

150
）

B
V
erfG

E
135,

155
(228f.).

151
）

本
章
第
１
節
２
参
照
。

152
）

機
能
的
自
治
行
政
と
委
任
の
構
造
上
の
相
違
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、S

a
n
d
ra
 
K
o
ller,

F
u
n
k
tio
n
a
le
 
S
elb
stv
erw

a
ltu
n
g
 
u
n
d
 
ih
re
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d
em
o
k
ra
tisch

e L
eg
itim

a
tio
n
,
2009,

S
.29.

153
）

第
３
章
第
１
節
１
参
照
。

154
）

し
た
が
っ
て
、
本
判
決
の
射
程
が
「
委
任
の
民
主
的
正
統
化
」
に
関
す
る
事
案
一
般
に
及
び
う
る
か
は
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
高
橋
・
前
掲
注

62
）一
九
二
頁
は
、

公
的
団
体
に
責
任
が
留
保
さ
れ
て
い
る
本
件
で
は
、
民
営
化
の
議
論
一
般
と
し
て
扱
え
る
ほ
ど
典
型
的
な
民

営
化
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

155
）

本
件
で
は
従
来
の
判
断
枠
組
を
用
い
る
こ
と
自
体
に
つ
い
て
争
い
が
な
か
っ
た
こ
と
（
本
章
第
１
節
２
参
照
）
も
、
上
記
の
理
解
を
裏
付
け
る
も
の

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

156
）

本
章
第
２
節
２
（
１
）
参
照
。

157
）

本
章
第
２
節
２
（
２
）
参
照
。

158
）

W
in
fried K

lu
th
,
D
er G

em
ein
sa
m
e B

u
n
d
esa

u
ssch

u
ss
(G
-B
A
)
n
a
ch

91 S
G
B
 
V
 
a
u
s d
er P

ersp
ek
tiv
e d
es V

erfa
ssu

n
g
srech

ts

:
A
u
fg
a
b
en
,
F
u
n
k
tio
n
en u

n
d L

eg
itim

a
tio
n
,
2015,

S
.78

は
、
当
該
判
示
部
分
が
水
利
組
合
決
定
で
示
さ
れ
た
観
点
を
掘
り
下
げ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。
も
っ
と
も
、
同
氏
が
水
利
組
合
決
定
の
う
ち
ど
の
部
分
を
指
し
た
う
え
で
か
か
る
指
摘
を
行
っ
て
い
る
の
か
（
あ
る
い
は
決
定
全
体

を
指
し
て
い
る
の
か
）
は
不
明
確
で
あ
る
。

159
）

本
章
第
２
節
２
（
２
）
参
照
。

160
）

本
章
第
２
節
２
（
２
）
参
照
。

161
）

T
h
o
m
a
s H

o
lzn
er,

K
o
n
sen

s im
 
A
llg
em
ein
en V

erw
a
ltu
n
g
srech

t u
n
d in d

er D
em
o
k
ra
tieth

eo
rie,

2016,
S
.103

も
、
同
判
決
が
従

来
の
判
断
枠
組
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

162
）

本
章
第
２
節
１
参
照
。

163
）

実
際
に
本
件
で
は
、
当
事
者
で
あ
る
連
邦
議
会
が
「
自
治
行
政
の
組
織
単
位
に
対
し
て
公
的
任
務
を
委
譲
す
る
う
え
で
の
憲
法
上
の
諸
要
求
は
、
Ｆ

Ｆ
Ａ
に
も
援
用
さ
れ
」
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。B

V
erfG

E
135,

155
(181).

164
）

C
h
ristia

n W
a
ld
h
o
ff,

A
n
m
erk

u
n
g
,
JZ 2014,

S
.411

も
、
水
利
組
合
決
定
の
射
程
の
限
界
を
指
摘
す
る
。

165
）

本
章
第
２
節
２
（
２
）
参
照
。

166
）

第
１
章
第
２
節
３
参
照
。

167
）

以
下
の
判
断
枠
組
は
、
本
稿
で
取
り
あ
げ
な
か
っ
た
裁
判
所
に
お
い
て
も
、
前
提
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
一
九
九
三
年
に
出
さ
れ

た
い
わ
ゆ
る
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
判
決
（B

V
erfG

,
U
rteil v

o
m
 
12.

O
k
to
b
er 1993,

B
V
erfG

E
89,

155

）
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
外
国
人
選
挙
権
判
決
を

参
照
し
つ
つ
、
基
本
法
七
九
条
三
項
に
よ
っ
て
放
棄
不
可
能
と
さ
れ
る
民
主
政
原
理
の
内
容
と
し
て
後
述
す
る

の
定
式
を
挙
げ
て
い
る
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（B
V
erfG

E
89,

155
(182)

）。
ま
た
、B

V
erfG

,
U
rteil v

o
m
 
20.

D
ezem

b
er 2007,

B
V
erfG

E
119,

331

は
、
ハ
ル
ツ
Ⅳ
改
革
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
「
協
同
組
織
（A

rb
eitsg

em
ein
sch

a
ft
(A
R
G
E
)

）」
へ
の
任
務
移
譲
の
憲
法
適
合
性
を
審
査
す
る
過
程
で
、
一
九
九
〇
年
代
の
三
判
決
等
を
引
用
し
、

民
主
政
原
理
の
内
容
を
「
国
民
か
ら
国
家
任
務
を
処
理
す
る
組
織
及
び
公
務
員
ま
で
の
途
切
れ
る
こ
と
の
無
い
正
統
化
の
連
鎖
を
要
求
し
、
ま
た
こ
の
よ

う
な
方
法
で
民
主
的
責
任
を
可
能
と
す
る
も
の
」
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
同
決
定
は
正
統
化
の
水
準
に
も
言
及
し
、

機
関
あ
る
い
は
公
務
員
に
よ
る
任

務
が
、
明
確
な
責
任
の
帰
属
を
可
能
な
ら
し
め
な
い
条
件
の
下
で
実
現
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
の
正
統
化
の
水
準
は
不
足
す
る
。
市
民
は
、
誰
に
ど
の
よ
う

な
理
由
に
つ
い
て
｜
｜
投
票
の
授
与
あ
る
い
は
剥
奪
に
よ
っ
て
も
｜
｜
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
知
り
得
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

判
示
し
て
お
り
、
注
目
に
値
す
る
（B

V
erfG

E
119,

331
(366)

）。

最
近
の
例
と
し
て
は
、
兵
器
の
輸
出
（R

u
stu
n
g
sex

p
o
rt

）
を
め
ぐ
り
、
連
邦
政
府
の
活
動
に
対
し
て
連
邦
議
会
の
質
問
権
お
よ
び
情
報
提
供
請
求

権
（In

fo
rm
a
tio
n
srech

t

）
が
ど
こ
ま
で
及
ぶ
か
が
争
わ
れ
た
事
案
の
判
決
（B

V
erfG

,
U
rteil v

o
m
 
21.

O
k
to
b
er 2014,

B
V
erfG

E
137,

185

）
が

挙
げ
ら
れ
る
。
同
判
決
は
、
議
会
に
よ
る
政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
が
、
同
時
に
民
主
政
原
理
か
ら
帰
結
さ
れ
る
政
府
の
議
会
に
対
す
る
責
任
の
現
れ

で
あ
る
と
判
示
す
る
。
そ
し
て
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
外
国
人
選
挙
権
判
決
、
共
同
決
定
判
決
の
ほ
か
、
水
利
組
合
決
定
や
精
神
病
院
判
決
を
引
用
し
つ
つ
、

民
主
的
正
統
化
の
定
式
を
確
認
し
た
う
え
で
、

議
会
に
対
す
る
秘
密
保
持
（G

eh
eim

h
a
ltu
n
g

）
は
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
可
能
性
を
制
限
し
、

し
た
が
っ
て
必
要
不
可
欠
な
民
主
的
正
統
化
の
連
関
を
侵
害
し
、
ま
た
遮
断
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
（B

V
erfG

E
 
137,

185
(232f.).

168
）

第
１
章
第
１
節
１
参
照
。

169
）

第
２
章
第
１
節
２
（
１
）

ⅱ
）

ア
）
参
照
。

170
）

Jesta
ed
t,
a
.
a
.
O
.
(A
n
m
.108),

S
.651f.

は
、
水
利
組
合
決
定
を
包
括
的
に
批
判
す
る
文
脈
に
お
い
て
、
本
決
定
に
お
け
る
自
己
決
定
へ
の
言
及

に
つ
き
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

民
主
政
と
自
治
行
政
の
関
連
付
け
自
体
も
、
議
論
の
レ
ベ
ル
を
過
度
に
抽
象
的
な
次
元
に
ひ
き
あ
げ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
納
得
の
い
く
も
の
で
は
な
い
。

自
律
」
や
「
自
由
な
自
己
決
定
と
い
う
上
位
の
目
的
」、
さ
ら
に
は
「
自
由
な
秩
序
に
お
い
て
自
ら
決
定
す
る

人
間
の
理
念
（
基
本
法
一
条
一
項
）」
は
、
民
主
政
と
自
治
行
政
に
よ
っ
て
の
み
追
求
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
憲
法
上
の
規
定
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
に

よ
っ
て
追
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
国
家
は
人
間
の
為
に
あ
っ
て
、
人
間
は
国
家
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
「
自
由
で
憲
法
国

家
的
な
信
仰
告
白
（freih

eitlich
-v
erfa

ssu
g
ssta

a
tlich

e cred
o

）」
以
外
の
何
物
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
特
別
の
民
主

的
な
連
関
（d

er sp
ezifisch d

em
o
k
ra
tisch

e B
ezu

g

）」
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
」。Jesta

ed
t

の
批
判
に
つ
い
て
は
、
日
野
田
・
前
掲
注

62
）三
四
四

三
四
五
頁
、
齋
藤
・
前
掲
注

62
）三
〇
九
頁
も
参
照
。

な
お
、
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
、
水
利
組
合
決
定
が
依
拠
す
るE

m
d
e

の
見
解
に
対
し
て
も
同
様
の
批
判
を
行
っ
た
。
田
代
・
前
掲
注

２
）九
七

九

八
頁
。

171
）

第
１
章
第
３
節
３
を
参
照
。

（法政研究84-２- ）158 396
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172
）

民
主
政
原
理
を
「
原
理
」
な
い
し
「
最
適
化
要
請
」
と
解
す
る
考
え
方
に
対
す
る
問
題
提
起
と
し
て
、
田
代
・
前
掲
注

２
）九
六
頁
。

173
）

Jo
a
ch
im
 
B
eck

er,
D
a
s D

em
o
k
ra
tiep

rin
zip u

n
d d

ie M
itw

irk
u
n
g P

riv
a
ter a

n d
er E

rfu
llu
n
g o
ffen

tlich
er A

u
fg
a
b
en
,D
Ö
V
 
2004,

S
.912

は
、
水
利
組
合
決
定
に
つ
い
て
、
国
家
権
力
の
行
使
と
い
う
点
で
は
直
接
的
国
家
行
政
も
間
接
的
国
家
行
政
も
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
も
っ

て
要
件
を
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
す
る
。

174
）

K
o
ller,

a
.
a
.
O
.
(A
n
m
.152),

S
.305.

は
、
本
決
定
を
望
ま
し
い
結
論
を
導
き
出
す
た
め
に
一
部
両
立
し
得
な
い
理
論
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で

あ
る
と
批
判
す
る
。Jesta

ed
t,
a
.
a
.
O
.
(A
n
m
.108),

S
.653.

も
同
旨
。

175
）

M
u
sil,

a
.
a
.
O
.
(A
n
m
.90),

S
.120;

d
ers,

G
em
ein
sa
m
e S

elb
stv
erw

a
ltu
n
g a

ls K
o
o
p
era

tio
n
sfo
rm
,
in
:
A
rn
d
t S

ch
m
eh
l /
A
strid

 
W
a
llra

b
en
stein

(H
rsg

.),
S
teu

eru
n
g
sin
stru

m
en
te im

 
R
ech

t d
es G

esu
n
d
h
eitsw

esen
s,
B
d
.2,
2006,

S
.61.

M
u
sil

の
見
解
に
つ
い
て
は
、

原
田
・
前
掲
注

62
）二
〇
九
頁
、
日
野
田
・
前
掲
注

62
）三
四
五
頁
も
参
照
。

176
）

日
野
田
・
前
掲
注

62
）二
〇
九
頁
。

177
）

M
u
sil,

a
.
a
.
O
.
(A
n
m
.90),

S
.120.

178
）

原
田
・
前
掲
注

62
）二
〇
九
頁
。

179
）

第
３
章
第
４
節
参
照
。

180
）

第
２
章
第
１
節
２
（
１
）

ⅱ
）

ア
）
を
参
照
。

181
）

第
２
章
第
１
節
２
（
２
）
を
参
照
。

182
）

第
３
章
第
２
節
２
（
２
）
参
照
。

183
）

T
ru
te,

a
.
a
.
O
.
(A
n
m
.57

）,
S
.381.

門
脇
・
前
掲
注

62
）一
八
二
頁
、
高
橋
・
前
掲
注

62
）一
二
三
頁
も
、T

ru
te

に
則
っ
て
同
様
の
指
摘
を

行
っ
て
い
る
。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
正
統
化
」
と
い
う
手
法
に
つ
い
て
は
、
田
代
・
前
掲
注

２
）八
二

八
三
頁
の
検
討
も
参
照
。

184
）

第
２
章
第
１
節
２
（
１
）

ⅱ
）

ア
）
参
照
。

185
）

本
章
第
１
節
１
（
２
）
参
照
。

186
）

H
o
lzn
er,

a
.
a
.
O
.
(A
n
m
.161),

S
.103

は
、
映
画
助
成
判
決
が
人
的
正
統
化
の
要
請
を
緩
和
す
る
根
拠
と
し
て
こ
の
要
素
を
採
用
し
た
と
評
価
す

る
。

187
）

Jesta
ed
t,
a
.
a
.
O
.
(A
n
m
.
108),

S
.652;

U
n
ru
h
,
a
.
a
.
O
.
(A
n
m
.108),

S
.1063.

188
）

v
g
l.
Jesta

ed
t,
a
.
a
.
O
.
(A
n
m
.108),

S
.652.

189
）

こ
の
点
、
利
害
関
係
の
概
念
に
着
目
し
て
機
能
的
自
治
行
政
と
私
人
を
構
成
員
と
す
る
合
議
制
機
関
（

共
同
行
政
（K

o
n
d
o
m
in
ia
lv
er-

w
a
ltu
n
g

）」）
を
区
別
す
る
見
解
と
し
て
、M

a
tth
ia
s Jesta

ed
t,
D
em
o
k
ra
tiep

rin
zip u

n
d K

o
n
d
o
m
in
ia
lv
erw

a
ltu
n
g
,
1993,

S
.
64ff.

（84-２- ）397 159
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190
）

こ
の
場
合
、
前
節
２
で
も
述
べ
た
通
り
、
如
何
な
る
事
由
で
あ
れ
ば
人
的
正
統
化
の
欠
損
が
正
当
化
さ
れ
得
る
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（法政研究84-２- ）160 398
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